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【
要
約
】
本
稿
で
は
、
一
九
世
紀
の
藩
領
国
下
で
形
成
さ
れ
た
地
域
資
産
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
、
能
…
本
藩
領
を
事
例
に
、
近
代
移
行
期
地
域
社
会
論

の
観
点
か
ら
分
析
し
た
。
一
九
世
紀
の
熊
本
県
領
で
は
、
会
所
官
銭
な
ど
の
民
政
基
金
・
備
荒
貯
蓄
が
百
姓
の
雑
税
か
ら
形
成
さ
れ
、
藩
の
中
間
支
配
機

構
（
手
永
）
で
巨
額
の
資
産
形
成
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
雑
税
の
徴
収
は
下
層
民
に
重
い
負
担
を
強
い
る
側
面
も
有
し
て
い
た
が
、
会
所
官
銭
（
郷
備

金
）
は
農
業
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
貧
農
の
質
地
請
戻
し
な
ど
に
運
用
さ
れ
、
地
域
社
会
の
成
立
を
財
源
面
か
ら
支
え
て
い
た
。
手
永
住
民
の
民
力
で
形
成
さ

れ
た
資
産
ゆ
え
に
、
「
官
」
権
力
が
成
立
し
た
明
治
維
新
後
、
郷
民
（
旧
手
空
民
）
に
よ
る
地
域
資
産
へ
の
民
有
概
念
は
顕
在
化
し
、
「
大
聖
小
区
制
」
期

に
は
そ
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
官
民
は
地
方
民
会
・
農
民
一
揆
な
ど
の
場
で
激
し
く
対
立
す
る
。
そ
の
結
果
、
三
新
法
体
制
で
は
郷
民
に
よ
る
郷
備
金
の
自

主
的
管
理
が
認
め
ら
れ
、
以
後
の
地
域
資
産
は
地
域
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
基
盤
形
成
（
水
利
土
木
・
教
育
・
医
療
な
ど
）
を
支
え
る
存
在
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
一
巻
六
号
二
〇
〇
八
年
十
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
近
世
社
会
を
特
徴
付
け
る
幕
藩
制
・
身
分
制
の
解
体
が
行
わ
れ
た
明
治
維
新
期
と
は
、
い
わ
ゆ
る
近
代
行
政
権
力
と
し
て
の
「
官
」
権
力
の

　
　
　
　
　
　
①

形
成
過
程
で
あ
る
。
こ
の
官
権
力
の
誕
生
は
、
対
抗
軸
に
「
私
」
的
存
在
と
位
置
付
け
ら
れ
る
「
民
」
の
概
念
形
成
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
に
「
官
／
民
」
と
い
う
、
以
後
の
近
代
日
本
を
特
徴
付
け
る
二
元
的
な
社
会
構
図
が
生
み
出
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
誕
生
し
た
官
権
力
が
、
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以
後
、
天
皇
（
王
）
の
下
で
の
＝
兀
的
な
集
権
化
を
推
進
し
た
事
実
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
維
新
期
の
官
権
力
の
対
極
に
位
置
す
る
地
域
側
に
は
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
独
自
の
成
熟
を
み
せ
て
い
た
地
域
団
体
（
村
・
町
・

町
村
連
合
）
が
存
在
し
て
い
た
。
果
た
し
て
、
維
新
後
の
官
権
力
に
よ
る
集
権
化
政
策
は
、
「
民
」
と
み
な
さ
れ
た
地
域
団
体
に
対
し
て
変
革
や

再
編
を
強
い
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
明
治
初
年
の
官
民
の
間
で
は
、
と
き
に
新
政
反
対
一
揆
な
ど
の
武
力
衝
突
を
も
伴
う
よ
う
な
激
し
い
対

立
が
展
開
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
旧
幕
藩
制
下
の
地
域
団
体
で
形
成
・
維
持
さ
れ
て
き
た
資
産
一
こ
れ
を
、
本
稿
で
は
「
地
域
資
産
」
と
呼

ぶ
一
の
相
続
を
め
ぐ
る
官
民
の
抗
争
は
、
そ
の
代
表
例
の
～
つ
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
｝
九
世
紀
の
専
領
国
後
で
の
地
域
資
産
を
め
ぐ
る
官

（
政
府
・
地
方
宮
）
と
民
（
地
域
団
体
・
構
成
員
）
と
の
動
向
・
対
立
に
つ
い
て
、
近
代
移
行
期
地
域
社
会
論
の
観
点
か
ら
描
き
出
そ
う
と
す
る
試

み
で
あ
る
。

　
従
来
、
旧
幕
藩
制
下
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
地
域
団
体
の
所
有
資
産
を
め
ぐ
る
官
民
の
争
い
に
関
し
て
は
、
町
村
（
部
落
）
有
の
土
地
山
林

や
温
泉
権
の
官
民
有
区
分
問
題
な
ど
、
不
動
産
的
側
面
に
議
論
が
集
中
し
て
き
た
。
法
社
会
学
の
立
場
か
ら
、
近
代
に
お
け
る
部
落
有
林
野
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

入
会
林
野
な
ど
の
所
有
権
問
題
を
精
力
的
に
論
じ
て
き
た
北
條
浩
は
、
そ
の
代
表
的
な
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
取
り
扱
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

村
連
合
に
お
け
る
民
政
基
金
や
備
荒
貯
蓄
と
い
っ
た
金
銭
米
穀
な
ど
、
近
世
来
の
動
産
を
め
ぐ
る
官
民
有
区
分
問
題
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
未
開

拓
の
領
域
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
動
産
的
側
面
を
扱
う
こ
と
で
、
維
新
後
の
地
域
団
体
の
所
有
資
産
を
め
ぐ
る
官
民
問
題
に
対
し
て
薪
た
な
知
見

を
加
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
地
域
社
会
論
や
藩
湖
と
の
関
係
を
射
程
に
含
め
た
新
し
い
議
論
の
構
築
も
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
た
「
地
域
資
産
」
が
さ
す
具
体
的
な
中
身
に
つ
い
て
論
及
し
て
お
こ
う
。
一
九
世
紀
の
熊
本
宰
領
で
は
、

民
政
基
金
と
し
て
「
郷
備
金
（
会
所
高
言
）
」
、
備
荒
貯
蓄
と
し
て
「
上
米
」
「
壱
歩
半
米
」
と
呼
ば
れ
る
巨
額
の
地
域
資
産
が
、
平
均
的
〇
か
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

か
ら
成
る
中
間
支
配
機
構
の
「
手
永
」
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
た
。
百
姓
か
ら
の
雑
税
を
原
資
と
す
る
こ
れ
ら
の
資
産
は
、
非
常
凶
荒
時
の
年

貢
補
填
や
手
永
の
運
営
諸
経
費
に
充
当
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
田
開
発
・
農
業
用
水
路
開
削
な
ど
の
公
共
事
業
や
貧
民
の
質
地
請
戻
し
・
生
活

保
護
な
ど
へ
も
積
極
的
に
運
用
さ
れ
、
手
永
と
い
う
地
域
社
会
の
成
立
を
財
源
面
か
ら
支
え
る
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
維
新
期
の
藩
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政
改
革
や
廃
藩
置
県
な
ど
錯
綜
し
た
政
治
的
諸
変
動
を
経
る
過
程
で
、
地
域
資
産
は
地
域
社
会
か
ら
県
へ
と
接
収
さ
れ
た
り
、
約
四
五
万
円
も

の
巨
額
金
が
県
か
ら
大
蔵
省
へ
送
納
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
大
き
な
変
容
を
強
い
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
大
区
小
区
制
」
期
の
熊
本
県
で
は
、
地

域
資
産
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
地
方
民
会
（
熊
本
県
民
会
）
や
農
民
一
揆
な
ど
の
場
に
お
い
て
官
民
閲
で
の
大
き
な
争
点
と
化
し
て
い
く
。

　
本
稿
が
立
脚
す
る
近
世
近
代
移
行
期
の
地
域
社
会
論
で
は
、
一
九
八
○
年
代
以
降
の
久
留
島
浩
・
藪
田
貫
・
奥
村
弘
ら
の
成
果
に
よ
り
、
近

世
中
後
期
の
幕
領
・
非
領
国
地
域
に
お
け
る
重
層
的
な
行
財
政
機
能
や
合
議
的
意
思
決
定
制
を
有
し
た
中
間
支
配
機
構
の
存
在
と
、
そ
れ
が
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

代
初
期
地
方
制
度
の
歴
史
的
前
提
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
た
九
〇
年
代
に
は
、
志
村
洋
・
定
兼
学
・
山
崎
圭
・
東

谷
智
・
山
暗
善
弘
ら
の
相
次
ぐ
成
果
に
よ
っ
て
、
幽
幽
に
加
え
て
各
藩
領
に
お
け
る
中
間
支
配
機
構
の
多
様
な
寒
鯛
や
存
在
形
態
と
、
そ
の
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
手
た
る
大
庄
屋
・
取
締
役
・
村
役
人
層
な
ど
へ
の
論
及
が
進
ん
だ
。
こ
の
よ
う
に
従
来
の
地
域
社
会
論
で
は
、
中
間
支
配
機
構
に
お
け
る
行

財
政
シ
ス
テ
ム
や
政
策
実
現
過
程
で
の
合
議
的
側
面
、
機
構
の
多
様
な
役
割
や
担
い
手
に
つ
い
て
議
論
が
深
め
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
中
間
支
配
機
構
が
有
し
た
資
産
的
側
面
に
関
し
て
は
、
地
域
社
会
論
で
未
だ
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

近
年
の
研
究
で
は
山
峙
善
弘
に
よ
り
、
寛
政
期
以
降
の
畿
内
幕
領
の
中
間
支
配
機
構
が
「
百
姓
成
立
」
実
現
の
た
め
、
地
主
・
豪
農
層
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

資
金
提
供
を
も
と
に
社
倉
政
策
を
実
施
し
た
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
一
九
世
紀
熊
本
藩
の
中
冬
支
配
機
構
で

は
、
主
に
百
姓
一
般
か
ら
の
雑
税
に
基
づ
く
巨
額
の
資
産
形
成
を
行
っ
て
お
り
、
藩
領
国
下
で
の
資
産
蓄
積
を
考
え
る
上
で
非
常
に
興
味
深
い
。

実
際
、
熊
本
と
同
じ
西
南
雄
藩
の
一
つ
で
あ
る
近
世
後
期
の
長
州
藩
で
は
、
中
間
支
配
機
構
た
る
並
判
で
「
修
甫
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
資
産
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

形
成
さ
れ
、
地
域
社
会
成
立
の
諸
用
途
へ
運
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
藩
政
府
が
特
別
会
計
枠
で
そ
の
資
産
を
運
用
し
て
い
た
事
実
ま
で

が
・
近
年
の
伊
藤
昭
弘
の
成
果
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
舳
・
中
間
支
配
圏
に
お
け
る
行
財
政
シ
ス
テ
ム
や
合
議
制
の
問
讐
体
は
舞
な

テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
地
域
資
産
が
前
述
の
シ
ス
テ
ム
や
圓
路
を
経
て
、
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
た
か
の
実
態
面
を
検
討
す
る
こ
と
こ
そ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

近
世
後
期
藩
領
国
下
に
お
け
る
地
域
社
会
の
歴
史
的
到
達
点
を
評
価
す
る
上
で
は
有
効
な
方
法
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
従
来
の
近
代
移
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

期
に
お
け
る
地
域
財
政
の
研
究
で
も
、
財
政
構
造
に
深
く
関
わ
る
地
域
資
産
の
存
在
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
き
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
、
本
稿
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で
は
地
域
資
産
の
運
用
実
態
と
、
運
用
の
担
い
手
で
あ
る
大
庄
屋
や
村
役
人
層
の
動
向
に
目
配
り
を
し
な
が
ら
、
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
一
八
七

〇
年
代
ま
で
の
タ
イ
ム
ス
パ
ン
で
資
産
を
め
ぐ
る
地
域
秩
序
や
財
政
構
造
の
変
容
過
程
を
解
明
し
、
そ
の
歴
史
過
程
が
ど
の
よ
う
に
維
新
後
の

官
民
対
立
を
も
た
ら
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

　
一
九
世
紀
藩
領
国
下
で
の
地
域
資
産
は
、
当
時
の
地
域
社
会
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
維
新
期
の
諸
変
動

の
な
か
で
地
域
資
産
は
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
遂
げ
、
ど
の
よ
う
に
官
民
の
間
で
相
続
が
争
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
「
大
型
学
区
制
」

期
に
大
蔵
省
へ
と
送
納
さ
れ
た
旧
熊
本
藩
の
地
域
資
産
を
め
ぐ
っ
て
は
、
明
治
二
ケ
年
代
に
旧
藩
領
域
の
熊
本
・
大
分
両
県
の
市
町
村
自
治
体

が
大
蔵
省
に
対
し
て
大
規
模
な
下
戻
請
願
運
動
（
「
民
属
金
下
戻
運
動
」
）
を
展
開
す
る
に
至
る
の
だ
が
、
そ
の
詳
細
に
関
し
て
は
別
稿
に
譲
り
、

本
稿
で
は
地
方
三
新
法
体
制
の
成
立
ま
で
を
分
析
期
問
と
す
る
。

4 （952）

①
こ
の
窟
権
力
に
関
し
て
は
従
来
、
主
に
領
主
制
・
身
分
制
解
体
を
通
じ
て
の

　
「
地
方
官
」
形
成
、
ま
た
明
治
国
家
の
地
域
編
成
理
念
と
い
う
観
点
か
ら
研
究
が

　
進
め
ら
れ
て
き
た
。
大
名
領
知
権
の
郷
郡
に
注
目
す
る
羽
賀
祥
二
は
、
版
籍
奉
還

　
後
の
軍
制
改
革
・
禄
制
改
革
を
経
て
藩
が
「
民
政
」
機
構
に
純
化
す
る
こ
と
で
、

　
士
を
含
む
四
民
に
対
す
る
「
官
（
地
方
窟
）
」
が
誕
生
す
る
と
論
じ
（
羽
賀
祥
二

　
「
領
知
権
の
解
体
と
『
民
政
巴
〔
『
日
本
史
研
究
隔
二
八
九
、
一
九
八
六
年
〕
、
岡

　
「
明
治
維
新
論
」
〔
『
日
本
史
講
座
七
　
近
世
の
解
体
U
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

　
〇
五
年
〕
）
、
奥
村
弘
は
廃
藩
遣
県
か
ら
明
治
憲
法
体
制
ま
で
の
政
府
の
地
域
編
成

　
を
、
「
官
」
「
民
」
二
元
的
地
域
社
会
把
握
と
位
置
付
け
て
い
る
（
同
「
近
代
日
本

　
形
成
期
の
地
域
構
造
」
麟
日
本
史
研
究
』
二
九
五
、
一
九
八
七
年
〕
）
。

②
北
條
浩
『
林
野
法
制
の
展
開
と
村
落
共
同
体
』
（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
九

　
年
）
、
同
『
入
会
の
法
社
会
学
駄
上
・
下
（
御
茶
の
水
繊
房
、
二
〇
〇
〇
・
二
〇

　
〇
一
年
）
、
同
『
部
落
・
部
落
有
財
産
と
近
代
化
睡
（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
二

　
年
）
な
ど
。

③
近
世
の
備
荒
貯
蓄
研
究
に
関
し
て
は
、
村
落
史
の
立
場
か
ら
共
同
体
的
な
余
剥

の
蓄
積
と
融
通
の
組
織
化
を
検
討
し
た
大
塚
英
二
（
同
糊
日
本
近
世
農
村
金
融
史

の
研
究
』
校
倉
書
房
、
　
一
九
九
六
年
）
、
享
保
・
天
明
の
飢
饅
を
契
機
と
し
た
幕

藩
領
主
に
よ
る
「
御
亀
」
か
ら
地
域
社
会
に
お
け
る
備
荒
貯
蓄
の
設
遣
・
監
督
へ

の
救
済
シ
ス
テ
ム
の
転
換
を
論
じ
た
菊
池
勇
夫
（
同
『
飢
餓
か
ら
読
む
近
世
社

会
無
校
倉
誉
房
、
二
〇
〇
三
年
）
、
寛
政
期
以
降
の
畿
内
営
団
の
中
間
支
配
機
構

に
よ
る
社
倉
政
策
を
検
討
し
た
山
焙
善
弘
（
同
「
近
世
後
期
に
お
け
る
領
主
支
配

の
実
現
と
中
間
支
配
機
構
」
〔
『
日
本
史
研
究
歴
四
七
五
、
二
〇
〇
二
年
〕
。
後
に

門
社
倉
政
策
の
展
開
と
『
取
締
役
転
制
」
と
改
題
さ
れ
、
同
著
噸
近
世
後
期
の
領

主
支
配
と
地
域
社
会
』
〔
清
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
〕
に
再
録
）
な
ど
。
近
代
の
そ

れ
に
関
し
て
は
、
明
治
期
京
都
に
お
け
る
社
倉
運
営
の
歴
史
的
展
開
を
検
討
し
た

秋
元
せ
き
の
成
果
（
同
「
明
治
期
京
都
の
自
治
と
連
合
区
会
・
区
会
」
〔
伊
藤
之

雄
編
噸
近
代
京
都
の
改
造
輪
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
六
年
〕
）
な
ど
が
存
在

す
る
。
し
か
し
、
維
新
後
の
備
荒
貯
蓄
を
め
ぐ
る
官
民
有
区
分
問
題
に
関
し
て
は
、

前
掲
し
た
い
ず
れ
の
研
究
も
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
な
お
、
備
荒
貯
蓄
研
究
の
研

究
史
に
関
し
て
は
、
近
年
の
栗
原
健
～
の
成
果
（
同
「
近
世
備
荒
貯
蓄
の
形
成
と
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村
落
社
会
」
〔
『
関
東
近
世
史
研
究
㎞
六
三
、
二
〇
〇
七
年
〕
）
に
詳
し
い
。

④
熊
本
藩
領
に
お
け
る
郷
備
金
（
会
所
官
銭
）
に
関
し
て
は
、
以
下
に
掲
げ
る
近

　
年
の
前
田
信
孝
と
論
者
に
よ
る
基
礎
的
研
究
で
、
～
九
世
紀
に
お
け
る
概
要
が
明

　
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
前
田
信
孝
「
郷
備
金
の
研
究
覚
書
」
（
『
市
史
研
究
く
ま

　
も
と
臨
八
、
一
九
九
七
年
目
、
同
「
続
郷
備
金
の
研
究
覚
書
」
（
『
市
史
研
究
く
ま

　
も
と
』
九
、
～
九
九
八
年
）
、
拙
稿
「
肥
後
藩
の
『
遺
産
』
相
続
争
い
扁
（
罷
…
本

　
歴
史
叢
書
五
　
細
川
藩
の
終
焉
と
明
治
の
熊
本
』
熊
本
日
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
三

　
年
）
。
ま
た
、
手
淫
支
配
に
お
け
る
壱
歩
半
米
や
会
所
官
銭
の
役
割
を
体
系
的
に

　
論
じ
た
近
年
の
成
果
と
し
て
、
吉
村
豊
雄
「
災
害
と
凶
作
・
飢
鰹
」
（
『
新
宇
土
市

　
史
』
通
史
編
第
二
巻
・
近
世
編
第
九
章
、
宇
土
市
、
二
〇
〇
七
年
）
。

⑤
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
久
留
島
浩
『
近
世
幕
領
の
行
政
と
組
合
村
』
（
東
京

　
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
、
藪
田
貫
『
国
訴
と
百
姓
～
揆
の
研
究
』
（
校
倉
書

　
房
、
一
九
九
二
年
）
、
奥
村
弘
轟
大
区
小
区
制
輪
期
の
地
方
行
財
政
制
度
の
展

　
開
』
（
『
日
本
史
研
究
協
二
五
八
、
　
九
八
四
年
）
、
同
「
三
新
法
体
制
の
歴
史
的

　
位
置
扁
（
馴
日
本
史
研
究
輪
二
九
〇
、
一
九
八
六
年
）
。

⑥
志
村
洋
「
藩
領
国
下
の
地
域
社
会
」
（
渡
辺
尚
志
編
魍
新
し
い
近
世
史
四
村

　
落
の
変
容
と
地
域
社
会
一
膳
人
物
往
来
社
、
　
一
九
九
六
年
）
、
同
「
近
世
後
期
の

　
地
域
社
会
と
大
庄
屋
制
支
配
」
（
『
歴
史
学
研
究
㎞
七
二
九
、
一
九
九
九
年
）
、
定

　
兼
学
『
近
世
の
生
活
文
化
史
蝋
（
清
文
堂
、
一
九
九
九
年
）
、
山
崎
圭
『
近
世
幕
領

　
地
域
社
会
の
研
究
㎏
（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
、
東
谷
智
「
近
世
中
後
期
に
お

　
け
る
地
方
支
配
の
変
容
」
（
『
日
本
史
研
究
』
四
七
五
、
二
〇
〇
二
年
）
、
前
掲
山

　
崎
善
弘
論
文
「
近
世
後
期
に
お
け
る
領
主
支
配
の
実
現
と
申
問
支
配
機
構
」
。

⑦
右
同
山
崎
善
弘
論
文
。

⑧
　
長
州
藩
の
修
甫
に
関
し
て
は
、
田
村
貞
雄
「
地
租
金
納
化
を
め
ぐ
る
山
口
県
民

　
の
動
向
」
（
隅
史
潮
』
九
一
、
一
九
六
五
年
）
、
又
野
気
門
近
世
後
期
長
州
藩
の
諸

　
郡
市
甫
米
銀
の
機
能
と
暴
論
支
配
」
（
『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
六
一
、
一
九
八
九

　
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。

⑨
伊
藤
昭
弘
「
藩
財
政
再
考
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
㎞
二
〇
三
、
二
〇
〇
七
年
）
。

⑩
藩
領
地
域
の
中
間
支
配
機
構
を
分
析
し
た
志
村
洋
は
、
そ
こ
で
の
一
定
の
行
財

　
政
機
構
の
形
成
を
認
め
つ
つ
も
、
幕
領
に
比
し
て
領
主
権
力
の
影
響
力
が
強
い
藩

　
領
地
域
で
は
「
二
二
」
に
基
づ
く
地
域
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、

　
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
重
層
的
か
つ
自
律
的
な
行
財
政
機
構
の
確
立
と
い
う
久
留

　
島
浩
の
評
価
を
批
判
し
て
い
る
（
前
掲
志
村
論
文
「
近
世
後
期
の
地
域
社
会
と
大

　
庄
屋
制
支
配
」
）
。

⑪
畿
該
期
の
地
域
財
政
に
関
し
て
は
、
久
留
島
浩
に
よ
り
近
世
後
期
幕
領
の
地
域

　
入
用
と
昆
費
・
地
方
税
と
の
連
続
性
が
振
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
同
「
『
地
方
税
』

　
の
歴
史
的
前
提
」
〔
『
歴
史
学
研
究
』
六
五
二
、
　
一
九
九
一
二
年
〕
）
、
主
に
支
出
項
目

　
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
財
政
制
度
や
構
造
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
明
ら

　
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
資
産
面
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
近
年
の
矢
野
健

　
太
郎
の
成
果
は
、
明
治
初
期
山
口
県
の
地
域
財
政
の
形
成
過
程
を
近
世
萩
藩
の
そ

　
れ
か
ら
の
変
容
を
ふ
ま
え
て
明
ら
か
に
し
た
労
作
で
あ
る
（
同
「
明
治
初
期
山
口

　
県
の
地
域
財
政
の
再
編
」
〔
『
地
方
史
研
究
触
一
工
～
九
、
二
〇
〇
六
年
〕
）
。

一
九
世
紀
熊
本
藩
領
に
お
け
る
地
域
資
産
の
形
成
過
程

近
年
の
主
要
な
研
究
成
果
で
相
次
い
で
展
望
さ
れ
る
よ
う
に
、

　
①
ろ
う
。
こ
の
時
期
の
幕
府
や
各
藩
の
動
向
に
注
目
し
て
み
て
も
、

一
八
世
紀
後
半
は
近
代
社
会
の
成
立
過
程
を
考
え
る
上
で
重
要
な
画
期
で
あ

頻
発
し
た
大
規
模
な
飢
謹
や
、
急
増
す
る
百
姓
一
揆
や
打
ち
こ
わ
し
な
ど
の
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民
衆
運
動
に
対
応
す
る
か
た
ち
で
、
従
前
の
領
民
支
配
の
あ
り
方
は
確
実
な
変
容
を
み
せ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
変
容
を
裏
付
け
る
代
表
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
の
が
、
研
究
史
上
「
封
建
的
社
会
政
策
」
と
呼
ば
れ
る
施
策
で
あ
る
。
す
で
に
幕
府
は
享
保
改
革
段
階
か
ら
幕
領
に
対
す
る
郷
村
貯
蓄
政
策

を
実
施
し
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
は
高
～
万
石
に
つ
き
籾
千
摺
の
貯
蓄
を
諸
大
名
に
命
じ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
幕
府
の
備
荒
貯
蓄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

政
策
は
一
八
世
紀
末
の
寛
政
改
革
で
、
よ
り
強
力
か
つ
全
国
規
模
で
推
進
さ
れ
て
い
く
。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
、
幕
府
は
諸
大
名
に
対
し
て

高
～
万
石
に
つ
き
米
五
〇
石
の
囲
米
（
籾
）
貯
蓄
を
命
じ
、
全
国
の
幕
領
で
は
社
倉
政
策
を
、
江
戸
町
で
は
七
分
積
金
政
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

三
部
や
村
落
部
の
地
域
社
会
に
対
し
、
町
村
役
人
・
地
主
層
な
ど
を
管
理
・
運
営
主
体
と
定
め
た
上
で
、
備
荒
貯
蓄
を
設
け
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
実
は
、
大
規
模
な
黒
黒
な
ど
の
社
会
的
危
機
の
謁
来
に
際
し
、
従
来
の
領
主
的
な
「
御
勤
」
行
為
の
み
で
は
対
応
で
き
な
い
歴
史
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

段
階
に
至
っ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
態
を
地
域
社
会
に
即
し
て
考
え
る
際
に
よ
り
重
視
す
べ
き
点
は
、
備
荒
貯
蓄

の
設
置
で
地
域
社
会
の
自
律
的
な
危
機
管
理
能
力
が
促
進
・
強
化
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
社
会
的
再
生
産
の
実
現
に
お
け
る
領
主
的
対
応
の
限

界
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
再
生
産
実
現
と
い
う
社
会
的
要
請
に
応
え
る
た
め
、
地
域
社
会
が
担
う
べ
き
役
割
は
一
気
に
拡
大
化
へ
と

向
か
う
。
ゆ
え
に
一
八
世
紀
後
半
は
、
地
域
社
会
の
近
代
を
展
望
す
る
上
で
重
要
な
画
期
な
の
で
あ
る
。
実
際
、
熊
本
藩
で
も
藩
主
細
川
重
賢

に
象
徴
さ
れ
る
宝
暦
改
革
で
、
各
手
永
に
囲
籾
を
設
置
さ
せ
る
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
～
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
熊
本
藩
の
地
方
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

配
の
変
容
に
つ
い
て
、
吉
村
豊
雄
ら
の
近
年
の
成
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
述
べ
た
い
。

　
ま
ず
、
熊
本
藩
の
地
方
支
配
の
概
要
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。
藩
政
府
で
地
方
支
配
を
担
当
し
た
部
局
は
郡
方
で
あ
り
、
そ
の
系
列
の
下
に
、

郡
・
手
永
・
村
と
い
う
支
配
機
構
が
連
な
っ
て
い
た
。
藩
領
内
に
存
在
す
る
一
四
の
「
郡
」
を
統
括
す
る
責
任
者
は
郡
代
で
あ
り
、
各
郡
に
は

数
名
の
郡
代
が
置
か
れ
た
。
各
郡
の
下
に
、
郡
と
村
と
の
中
間
支
配
機
構
で
あ
る
「
手
永
」
が
置
か
れ
、
巌
々
は
そ
こ
に
編
成
さ
れ
て
い
た
。

各
郡
に
は
大
体
二
～
六
の
手
永
が
存
在
し
、
藩
領
全
体
で
の
手
首
数
は
約
五
〇
を
数
え
る
。
数
か
村
か
ら
数
十
か
村
（
明
治
初
年
時
の
平
均
で
は

約
四
〇
か
村
）
で
構
成
さ
れ
る
手
結
の
責
任
者
は
惣
庄
屋
で
あ
り
、
そ
の
執
務
機
関
で
あ
る
手
永
会
所
に
は
、
手
永
三
役
（
惣
庄
屋
・
山
支
配

役
・
郡
代
手
附
与
羅
）
や
手
代
・
下
代
・
小
頭
な
ど
数
十
人
の
会
所
役
人
が
詰
め
て
い
た
。
手
々
の
下
に
は
五
か
村
組
が
編
成
さ
れ
、
超
越
は
相
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互
に
連
帯
し
て
地
方
支
配
の
末
端
を
担
っ
た
。
村
を
統
括
す
る
責
任
者
は
村
庄
屋
で
あ
る
。

　
吉
村
に
よ
る
と
、
熊
生
硬
で
は
～
八
世
紀
半
ば
の
宝
暦
改
革
期
を
境
に
、
戦
国
期
以
来
の
系
譜
を
ひ
く
世
襲
惣
庄
屋
の
多
く
が
職
を
解
か
れ
、

百
姓
出
身
で
あ
る
惣
庄
屋
が
最
大
で
も
　
○
年
程
度
で
転
出
・
転
入
す
る
、
転
勤
惣
庄
屋
制
へ
と
転
換
し
て
い
く
。
手
癖
の
実
務
的
な
民
政
に

関
し
て
も
、
同
じ
く
百
姓
出
身
で
あ
る
手
代
・
下
代
・
小
頭
な
ど
、
専
門
的
な
行
政
処
理
能
力
を
有
し
た
会
所
役
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
転
勤
制
の
採
用
は
惣
庄
屋
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
宝
暦
改
革
期
に
は
村
庄
屋
に
関
し
て
も
世
襲
的
な
家
が
廃
さ
れ
、
会
所
役
人
と

一
体
化
し
た
民
政
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
人
物
に
よ
る
、
手
頚
内
の
各
村
を
｝
定
期
間
で
転
勤
す
る
体
制
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
社
会
の
推
移
と

と
も
に
複
雑
化
・
肥
大
化
す
る
地
方
民
政
の
場
に
お
い
て
、
旧
来
の
世
襲
役
人
制
で
は
対
応
で
き
な
い
段
階
が
到
来
し
た
事
実
を
示
し
て
い
よ

う
。
本
稿
で
は
、
百
姓
出
身
で
あ
り
人
事
的
に
も
一
体
性
の
強
い
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
惣
庄
屋
・
会
所
役
人
・
村
庄
屋
を
総
括
し
て
、

「
地
方
役
人
」
と
称
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
惣
庄
屋
た
ち
地
方
役
人
層
の
変
質
と
軌
を
｝
に
し
て
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
熊
本
藩
の
地
方

民
政
は
、
従
来
の
藩
政
府
主
導
に
よ
る
そ
れ
か
ら
、
郡
代
や
惣
庄
屋
の
主
導
に
よ
る
そ
れ
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
以
上
の
動
向
を
背
景
に
、
一

九
世
紀
の
手
永
に
お
け
る
地
域
資
産
の
形
成
が
行
わ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
手
永
に
お
け
る
資
産
形
成
の
画
期
は
、
享
和
三
年
（
一
八
Ω
二
）
の
請
免
制
実
施
に
あ
る
。
天
明
期
以
降
の
熊
本
藩
で
は
、
禁
裏
造
営
の
上

納
金
（
天
明
八
年
）
や
有
明
海
沿
岸
の
津
波
被
害
（
寛
政
四
年
）
な
ど
、
相
次
ぐ
臨
時
支
出
で
財
政
状
況
が
逼
迫
し
た
た
め
、
従
来
の
土
免
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

（
検
見
）
に
代
え
、
豊
凶
に
係
わ
ら
ず
一
定
の
年
貢
率
に
よ
る
請
論
難
（
定
免
）
の
採
用
に
至
っ
た
。
請
免
制
は
、
嘉
永
が
＝
疋
額
の
年
貢
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

集
に
関
す
る
業
務
一
切
を
請
け
負
う
体
制
で
あ
り
、
そ
の
実
施
と
同
時
に
藩
政
府
の
役
人
に
よ
る
出
在
（
手
永
へ
の
出
張
）
は
停
止
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
手
摩
は
一
定
額
の
年
貢
量
確
保
の
責
任
主
体
と
位
置
付
け
ら
れ
、
乱
軍
民
政
全
般
が
百
姓
出
身
で
あ
る
惣
庄
屋
た
ち
地
方
役
人
に

委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
請
免
制
実
施
と
同
時
に
非
常
凶
荒
時
の
年
貢
不
足
を
補
填
す
る
備
荒
貯
蓄
と
し
て
、
領
内
全
体
か
ら
二

万
石
に
及
ぶ
「
上
米
」
が
藩
政
府
に
、
ま
た
手
業
高
の
一
歩
半
に
あ
た
る
米
（
門
壱
歩
半
米
」
）
が
手
永
会
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
百
姓
一
般
か
ら
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

税
で
徴
集
さ
れ
備
蓄
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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請
藤
棚
実
施
に
伴
い
、
手
癖
に
は
安
定
し
た
年
貢
量
確
保
を
可
能
に
す
る
た
め
、
惣
庄
屋
た
ち
の
裁
量
で
運
用
で
き
る
民
政
（
勧
農
政
策
）

の
資
金
も
必
要
と
な
っ
た
。
再
び
吉
村
に
よ
る
と
、
請
薄
曇
の
実
施
当
初
に
は
宝
暦
改
革
期
に
設
け
ら
れ
た
囲
籾
が
「
御
亡
銭
」
（
民
政
基
金
）

と
し
て
運
用
さ
れ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
な
た
め
、
各
手
擦
は
運
営
費
と
し
て
「
会
所
並
村
出
米
銭
」
を
百
姓
か
ら
雑
税
で
徴
集
し
、

皇
的
に
民
政
基
金
の
蓄
積
を
す
す
め
晦
・
文
化
年
間
か
ら
は
転
た
に
徴
集
さ
れ
た
各
村
の
蒋
蓮
が
・
如
尺
て
本
来
な
ら
ば
護
府
に
納

入
さ
れ
る
べ
き
有
力
百
姓
か
ら
の
寄
付
金
（
「
寸
志
銭
」
）
の
一
部
も
、
御
蚕
銭
へ
と
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
御
置
銭
の
積
極
的
な
利
殖
事
業

も
試
み
ら
れ
、
惣
庄
屋
や
会
所
役
人
ら
は
手
拭
住
民
の
労
働
力
を
徴
発
し
な
が
ら
、
立
地
条
件
に
応
じ
た
新
田
開
発
や
農
業
用
水
路
開
削
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
農
業
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
主
体
的
に
立
案
・
実
行
し
、
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
徳
米
を
御
客
銭
へ
と
組
み
込
ん
だ
。
こ
う
し
て
形
成
・
蓄
積
さ
れ

巨
額
化
し
た
御
心
銭
が
、
文
政
期
以
降
に
「
会
所
官
銭
」
（
ま
た
は
「
諸
御
用
米
銭
」
）
と
称
さ
れ
て
い
く
地
域
資
産
で
あ
る
。
【
表
！
】
は
、
安

政
四
年
（
～
八
五
七
）
調
査
の
玉
名
郡
荒
尾
手
永
で
の
会
所
官
銭
の
品
目
内
訳
で
あ
る
が
、
実
際
の
官
銭
が
項
目
ご
と
に
細
分
化
さ
れ
た
備
銭

や
各
種
の
米
穀
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
な
か
に
は
「
御
郡
代
衆
支
配
銭
」
「
村
備
銭
」
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
つ
ま
り
手

管
を
中
核
と
し
て
、
郡
代
の
公
金
や
各
村
の
村
有
財
産
を
包
括
す
る
、
広
域
的
か
つ
重
層
的
な
地
域
財
政
の
編
成
が
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
天
保
一
四
年
（
一
八
囚
三
）
の
藩
の
調
査
で
は
、
藩
内
の
五
二
手
永
総
合
で
会
所
官
銭
は
、
現
有
分
だ
け
で
も
金
二
千
五
百
両
余
・
銀
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

十
三
貫
余
・
銭
五
千
二
百
貫
余
・
米
穀
八
万
五
千
石
余
に
上
る
額
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
霊
感
や
百
姓
ら
へ
の
貸
付
分
な
ど
潜
在
部
分

を
含
め
る
と
、
額
は
更
に
倍
増
す
る
（
後
述
）
。

　
前
述
の
過
程
を
経
て
形
成
さ
れ
た
会
所
宮
銭
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
明
治
二
〇
年
代
の
調
査
書
類
に
よ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ば
、
ま
ず
官
銭
か
ら
は
手
永
会
所
の
建
築
修
繕
費
や
雨
乞
祈
祷
費
・
人
馬
賃
銭
な
ど
、
手
量
運
営
に
関
わ
る
諸
経
費
が
賄
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。

以
上
の
支
出
項
目
の
面
で
は
、
久
留
島
浩
が
明
ら
か
に
し
た
近
世
幕
領
の
地
域
入
用
（
期
中
入
用
・
組
合
村
入
用
）
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ

　
⑭
か
る
。
し
か
し
、
官
銭
か
ら
の
支
出
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
会
所
宮
銭
の
性
格
で
特
筆
さ
れ
る
第
～
汚
目
は
、
勧
農
に
つ
な
が
る
手

筆
内
の
公
共
事
業
費
に
積
極
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
一
九
世
紀
の
熊
本
藩
領
で
は
、
現
在
も
稼
働
中
で
あ
る
大
規
模
な
石
橋
・
農

8　（956）



近代移行期の地域資産をめぐる官と民（今村）

　　　　　　　　【表1】　「荒尾会所諸御用銭井穀類現有目録」（安政4年調）

番号 種類 両朱 貫匁分厘毛携 種類 石斗升合勺
壱 御囲籾御重代銭 83562 6　3 8 御囲籾粟　　　匁 2007　6 0 0 0

弐 諸運上銭 2　　2　6 7　3 8 粟 1608　2 0 9 9

三 御山方則 313　1 7　7 3 御囲上ケ米国粟籾 518　8 2 9 9

四 受免調返備 工26　8 8　5 2 粟 423　9 0 3 5

五 井腸石手馴 3　473　9 0　1 8 感戴寸志籾粟　籾 40　9 5 0 0

六 ：文武藝備 1　584　2 9　3 0 粟 242　0 0 00

七 諸集銭備 17978 6　1 5 上ヶ米州欠立償粟 42　8 3 4 2

八 民力強寸志銭備 0 村備　　　　　粟 430　8 0 0 0

九 諸一徳米代備 494　9 6　7 0 合計　　　　　籾 2567　3 7 9 5

十 二方備 3　272　4 9　0 0 粟 2747　7 4 7 6

十一 諸官二二作事引受備 12867 7　8 0 外二　　　　　鯨油 26　9 3 0 0

十二 上々零落御救立備 3　6297 0　6 4 定規備 22　8 3 0 0

十三 御国二二二二買入代備 568ユ　エ 4　0 0 御用銭買入分 4　1 0 0 0

十四 雑二二 751　5 1　8 5

十五 御郡代衆支配銭 412　5 4　1 1

十六 二二三余二二 7118 6　4 7

十七 上ケ二二工銭 638　6 8　0 0

十八 二二寸志銭備 975　9 0　0 0

十九 上ヶ二二欠立工銭 1　318　0 2　0 0

二十 非常備 3010 2　0 0

二十一 村工銭 322　6 4　6 9

二十二 貧民御救備 3610 3　0 0

合計
米
銭

1381

2209ユ6 8　4 2

＊紋久二年　覚帳　弐番』（北岡文庫藩ll川家文書、熊本大学附属図工二二託）より作成。

業
用
水
路
（
代
表
例
と
し
て

通
潤
橋
）
の
開
発
な
ど
、

農
業
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
強

力
に
推
進
さ
れ
た
事
実
が

近
年
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
有
力
な
財
源

的
基
盤
こ
そ
会
所
官
銭
の

　
　
　
　
⑮

存
在
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち

明
治
二
〇
年
代
の
調
査
書

類
に
は
、
会
所
の
建
築
修

繕
費
な
ど
へ
の
支
出
に
続

い
て
、
「
井
手
筋
石
垣
築
造

立
、
対
水
一
悪
水
吐
修
繕
、

開
墾
埋
立
費
貸
渡
、
勧
業

資
金
貸
付
、
鯨
油
代
仕
払
、

肥
代
給
与
、
農
具
料
貸
渡
、

捨
子
養
育
料
、
井
樋
入
目

　
　
　
⑯

拝
借
渡
」
な
ど
、
主
に
勧

農
の
諸
用
途
に
支
出
さ
れ

朗⑲9



【表2】　「諸御郡会所々々諸官銭臨時工帳」（北岡文庫細川家文嘗、熊本大学附属図書館寄託文

　　　書）の内訳（一部抜粋）

銭高
諸拝借

U出分

地　一

s�ｪ
諸拝借

ﾔ納滞分
銭現有商 米穀高

田々振替・

q借返納配分

米　穀

ｻ有高

領内全体
　　貫

R2，198

　貫
P4，020

　貫

W，652

　貫

S，255

　貫

T，270

　　石

Q05，205

　　　石

P19，619

　　石

W5，585

＊吉村豊雄「災害と凶作・筆写」（蜥宇土市史』通史編第二巻、宇土市、2007年）644ペー

　ジ掲載表を補訂して作成。

た
事
実
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
特
筆
さ
れ
る
第
二
面
目
は
、
民
間
金
融
に
比
べ
て
利
息
が
軽
く
返
済
期
限
が
緩
や
か
な
会
所
官
銭

が
、
没
落
し
つ
つ
あ
る
多
く
の
貧
農
の
質
地
請
け
戻
し
の
手
段
や
、
彼
ら
の
生
活
保
護
に
使
用
さ
れ
て
い
た
点

で
あ
る
。
【
表
2
】
は
、
藩
政
府
が
天
保
九
年
（
一
八
三
九
）
か
ら
五
年
間
、
五
内
全
手
永
の
会
所
官
銭
の
運
用

状
況
・
現
有
分
を
調
査
し
た
「
諸
御
郡
会
所
々
々
諸
官
銭
臨
時
画
帳
」
の
～
部
抜
粋
で
あ
る
。
ま
ず
、
銭
高
の

み
で
も
現
有
分
の
約
五
倍
が
運
用
（
「
諸
拝
借
振
出
分
」
「
地
方
買
入
分
レ
）
へ
回
さ
れ
て
い
る
点
が
目
を
ひ
く
。
肝

心
な
運
用
の
中
身
で
あ
る
が
、
銭
高
で
運
用
総
額
の
約
六
割
強
を
占
め
る
「
諸
拝
借
」
と
は
、
夫
食
米
な
ど
の

生
活
資
金
や
水
利
・
土
木
事
業
の
事
業
資
金
と
し
て
村
・
百
姓
へ
貸
し
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
大
枠
で
は
百
姓

の
生
活
救
済
・
農
業
支
援
の
用
途
と
い
え
る
。
同
じ
く
約
四
割
弱
の
「
地
方
買
入
」
と
は
、
手
永
が
貧
農
の
質

地
を
買
い
戻
し
た
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
活
が
窮
追
化
し
た
貧
農
個
人
の
土
地
喪
失
を
防
ぐ
た
め
、
手
永

が
積
極
的
に
資
金
投
下
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
領
内
全
体
で
一
万
貫
近
く
の
会
所
官
銭
が
質
地
買

入
れ
に
費
や
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
手
永
が
官
銭
で
購
入
し
た
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
貧
農
ら
に
低
い
小
作
料
で
耕
作
さ
せ
て
い
る
事
例
も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
官
銭
の
存
在
が
「
百
姓
成

立
」
を
支
え
る
財
源
的
基
盤
と
し
て
、
手
永
内
の
再
生
産
活
動
を
深
く
支
え
て
い
た
点
は
特
筆
さ
れ
る
。

　
以
上
か
ら
、
百
姓
の
雑
税
か
ら
成
る
会
所
官
銭
が
、
手
永
に
よ
る
安
定
し
た
年
貢
量
確
保
と
い
う
究
極
的
目

標
の
も
と
、
地
域
社
会
（
手
套
）
の
成
立
の
た
め
運
用
さ
れ
て
い
た
事
実
が
う
か
が
え
よ
う
。
官
銭
運
用
の
具

体
的
な
意
思
決
定
過
程
に
関
し
て
は
、
そ
の
実
質
的
管
理
者
で
あ
る
惣
庄
屋
が
、
下
役
の
会
所
役
人
・
村
庄
屋

と
の
合
議
や
彼
ら
か
ら
の
上
申
に
基
づ
き
な
が
ら
、
ま
た
郡
単
位
で
の
数
手
事
の
共
同
事
業
へ
の
出
資
や
運
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

が
多
額
に
上
る
場
合
に
は
、
他
手
圧
の
惣
庄
屋
や
上
役
で
あ
る
郡
代
と
の
協
議
を
経
な
が
ら
決
定
し
て
い
た
。
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し
か
し
、
前
述
し
た
貧
農
個
人
の
質
地
請
戻
し
の
た
め
多
額
の
会
所
官
銭
が
費
や
さ
れ
て
い
る
事
実
自
体
、
各
手
懸
で
そ
の
運
用
を
欲
す
る
強

い
社
会
的
要
請
と
、
運
用
に
対
す
る
社
会
的
合
意
の
存
在
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
ま
た
、
　
八
世
紀
後
半
以
降
の
熊
本
藩
で
は
、
地
方
民
政
に

優
れ
た
実
績
を
上
げ
た
地
方
役
人
に
対
し
て
金
子
・
衣
服
な
ど
を
付
与
す
る
褒
賞
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
た
が
、
吉
村
に
よ
る
と
天
保
期
以
降
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
く
に
会
所
官
銭
の
正
常
な
運
用
が
彼
ら
の
実
績
評
価
の
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
藩
政
府
か
ら
重
視
さ
れ
始
め
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、

惣
庄
屋
た
ち
が
身
銭
を
手
永
の
成
立
の
た
め
有
効
か
つ
正
常
に
運
用
す
る
こ
と
は
、
地
域
社
会
側
と
藩
政
府
側
の
双
方
か
ら
規
定
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
結
果
的
に
、
官
銭
が
手
永
全
般
に
還
元
さ
れ
る
べ
き
公
共
性
を
帯
び
た
所
有
財
源
で
あ
る
認
識
を
手
翰
側

へ
と
根
付
か
せ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
改
め
て
留
意
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
は
、
「
宮
銭
」
の
名
称
に
象
徴
さ
れ
る
宮
民
専
属
的
な
性
格
で
あ
る
。
官
銭
を
形
成

す
る
百
姓
か
ら
の
雑
税
（
「
会
所
並
村
出
米
銭
」
）
に
せ
よ
、
上
層
百
姓
か
ら
の
寄
付
金
（
「
寸
志
銭
」
）
に
せ
よ
、
藩
側
か
ら
す
れ
ば
藩
政
府
が
接

収
し
て
も
お
か
し
く
な
い
種
類
の
金
銭
で
あ
る
。
加
え
て
、
藩
政
府
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
る
べ
き
備
荒
貯
蓄
の
「
上
米
」
の
一
部
や
、
手
永
会
所

用
の
備
荒
貯
蓄
で
あ
る
壱
歩
半
米
の
残
余
が
官
銭
に
組
み
込
ま
れ
る
場
合
も
あ
り
、
ゆ
え
に
官
銭
は
「
会
所
預
官
銭
」
と
も
称
さ
れ
た
。
藩
側

が
手
永
会
所
に
「
預
」
け
た
「
宮
銭
」
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
官
銭
の
実
質
的
な
管
理
・
運
用
は
手
永
に
委
ね
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
お
り
、
手
躍
側
は
所
有
財
源
的
な
認
識
を
強
め
て
い
く
。
や
は
り
吉
村
が
分
析
し
た
事
例
だ
が
、
文
化
年
間
の
宇
土
郡
郡
挙
手
永
の
津
波
災

害
復
興
計
画
の
復
興
法
と
財
源
に
つ
い
て
の
政
策
決
定
過
程
で
は
、
手
永
と
藩
政
府
の
単
方
と
の
間
で
、
財
源
を
藩
政
府
の
支
出
と
す
る
か
手

永
の
会
所
金
銭
支
出
と
す
る
か
が
大
き
な
争
点
と
な
り
、
塗
方
が
決
裁
し
た
決
定
は
手
永
作
成
の
原
案
を
大
幅
修
正
し
た
官
銭
支
出
案
と
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
惣
庄
屋
が
四
度
も
異
議
を
唱
え
、
最
終
的
に
は
藩
政
府
か
ら
の
財
源
支
出
を
獲
得
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例

か
ら
は
、
手
永
側
が
自
主
管
理
財
源
で
あ
る
宮
銭
に
対
し
て
所
有
意
識
を
強
め
、
藩
政
府
側
の
決
定
か
ら
防
衛
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が

え
る
。
官
銭
の
運
用
・
管
理
を
め
ぐ
っ
て
は
、
手
永
側
と
藩
政
府
側
と
で
対
立
す
る
可
能
性
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
地
域

社
会
の
成
立
を
両
者
が
共
通
理
念
と
し
て
い
た
た
め
、
双
方
が
対
立
す
る
可
能
性
は
潜
在
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
と
く
に
手
悪
場
の
所
有
財
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源
的
認
識
は
、
維
新
変
革
の
過
程
で
後
述
す
る
「
郷
有
」
（
民
有
）
概
念
へ
と
継
承
さ
れ
、
「
大
豪
小
区
制
」
期
の
地
域
資
産
を
め
ぐ
る
激
し
い

官
民
対
立
を
惹
起
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
本
章
の
検
討
を
ま
と
め
よ
う
。
請
免
制
の
実
施
に
伴
い
一
九
世
紀
の
手
得
で
は
、
百
姓
～
般
か
ら
の
雑
税
に
基
づ
き
、
備
荒
貯
蓄
と
し
て
上

米
と
壱
歩
半
米
、
民
政
基
金
と
し
て
会
所
官
銭
と
い
う
地
域
資
産
の
形
成
が
進
め
ら
れ
た
。
重
層
的
な
広
域
地
域
財
政
の
編
成
を
実
現
し
た
会

所
官
銭
は
、
農
業
用
水
路
開
削
な
ど
の
農
業
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
貧
農
の
質
地
請
戻
し
や
生
活
保
護
な
ど
へ
運
用
・
充
当
さ
れ
、
早
寝
の
成
立
を

財
源
面
か
ら
深
く
支
え
る
存
在
だ
っ
た
。
従
来
の
研
究
で
久
留
島
浩
は
、
篠
笛
に
加
え
て
～
八
世
紀
後
半
以
降
の
管
領
地
域
に
お
け
る
重
層
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

な
行
財
政
…
機
構
の
確
立
を
指
摘
し
、
志
村
洋
は
そ
の
見
解
を
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
本
稿
で
強
調
し
た
い
の
は
、
一
九
世
紀
熊
本
欝
欝
で
は

重
層
的
な
行
財
政
機
構
の
成
立
の
み
な
ら
ず
資
産
蓄
積
ま
で
が
進
め
ら
れ
、
か
つ
そ
れ
が
公
共
性
を
帯
び
た
運
用
を
な
さ
れ
て
い
た
事
実
で
あ

る
。
自
律
的
な
地
域
運
営
を
可
能
に
す
る
公
共
的
な
財
源
基
盤
の
形
成
が
、
非
領
国
地
域
に
比
し
て
領
主
権
力
や
「
役
威
」
の
影
響
力
が
強
い

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
評
価
さ
れ
る
藩
領
国
で
展
開
さ
れ
て
い
た
歴
史
的
事
実
は
、
従
来
の
研
究
動
向
を
顧
み
た
際
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
前
述
し
た
が
後
年
の
「
磁
区
小
区
制
」
期
、
地
域
資
産
の
一
部
は
大
蔵
省
へ
と
送
納
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
明
治
二
〇
年
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

旧
熊
本
藩
領
で
は
下
戻
請
願
運
動
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
際
の
請
願
書
で
あ
る
明
治
二
四
年
（
　
八
九
～
）
六
月
の
「
民
属
金
御
下
戻
願
」
に
よ

れ
ば
、
上
米
と
壱
歩
半
米
は
本
来
の
備
荒
貯
蓄
の
役
割
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
一
部
残
余
は
藩
政
府
内
の
郡
方
米
銀
所
へ
と
移
管
さ
れ
、
同
じ
く

藩
政
府
の
平
準
方
で
採
蝋
・
炭
椎
茸
・
樟
脳
生
産
な
ど
隠
勢
事
業
の
資
金
と
し
て
運
用
・
利
殖
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
格
的
な
検
討

は
後
考
を
期
し
た
い
が
、
藩
政
府
側
も
財
政
面
で
、
実
は
地
域
資
産
に
依
存
す
る
側
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
地
域
資
産
を
め
ぐ
る
構

造
が
維
新
期
の
藩
政
改
革
で
い
か
に
再
編
さ
れ
、
廃
藩
置
県
以
降
へ
と
継
承
さ
れ
た
の
か
、
次
章
で
具
体
的
に
検
討
し
て
い
こ
う
。

　
①
藤
田
覚
「
近
代
の
胎
動
」
（
同
編
魍
日
本
の
時
代
史
一
七
近
代
の
胎
動
』
吉
　

③
大
友
一
雄
「
享
保
期
郷
村
貯
穀
政
策
の
成
立
過
程
」
（
『
国
史
学
』
＝
八
、
　

　
　
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
、
久
留
島
浩
・
藤
醗
覚
「
は
じ
め
に
」
（
『
日
本
史
講
　
　
　
　
　
九
八
二
年
）
、
右
上
藤
田
論
文
。
こ
の
よ
う
な
「
御
救
扁
政
策
は
拳
蟹
の
み
で
は

　
　
座
七
　
近
世
の
解
体
㎞
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
、
福
岡
藩
で
は
享
保
の
飢
餓
後
に
「
用
心
品
種
」
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る

　
②
前
掲
藤
田
論
文
「
近
代
の
胎
動
偏
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
田
千
鶴
『
幕
藩
制
的
秩
序
と
御
家
騒
動
睡
校
倉
書
房
、
一
九
九
九
年
）
。
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④
　
前
掲
要
略
論
文
「
近
世
後
期
に
お
け
る
領
主
支
配
の
実
現
と
中
間
支
配
機
構
」
。

⑤
右
同
山
崎
論
文
、
前
掲
菊
池
書
『
飢
簸
か
ら
読
む
近
世
社
会
臨
。

⑥
吉
村
豊
雄
蟹
の
宮
町
史
三
藩
制
下
の
村
と
泉
町
鋤
（
一
の
宮
町
、
二
〇
〇

　
一
年
）
、
獣
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
熊
本
市
鞭
虫
通
史
編
第
㎎
巻
近
世
H

　
（
熊
本
市
、
二
〇
〇
三
年
）
。

⑦
右
同
噸
新
熊
本
市
史
隔
通
史
編
第
四
巻
。

⑧
西
村
春
彦
門
宝
麿
～
天
保
期
に
お
け
る
肥
後
細
川
藩
の
農
政
と
請
免
制
扁
（
罷
…

　
本
史
学
』
八
二
、
二
〇
〇
三
年
置
。

⑨
前
掲
噸
薪
熊
本
市
史
臨
通
史
編
第
四
巻
、
右
同
西
村
論
文
。

⑩
　
前
掲
吉
村
論
文
「
災
書
と
凶
作
・
飢
饅
偏
。

⑪
右
同
吉
村
論
文
。

⑫
前
掲
前
田
論
文
「
郷
備
金
の
研
究
覚
書
扁
。

⑬
明
治
二
〇
年
代
推
定
、
「
民
属
金
下
戻
運
動
に
関
す
る
調
査
書
類
（
文
書
群
来

　
整
理
の
た
め
仮
題
）
」
（
熊
本
市
辛
島
家
文
書
・
仮
目
録
番
号
ナ
一
一
二
一
五
一
七
、

　
熊
本
県
文
化
企
衝
課
松
橋
収
蔵
庫
所
蔵
）

⑭
前
掲
久
留
島
論
文
「
『
地
方
税
』
の
歴
史
的
前
提
」
。

⑮
石
井
清
喜
「
通
潤
橋
の
工
費
・
経
済
効
果
に
つ
い
て
」
（
『
熊
本
史
学
謡
七
八
・

　
七
九
A
口
幕
号
、
二
〇
〇
二
年
）
、
前
掲
吉
村
書
『
藩
制
下
の
村
と
在
町
』
。

⑯
前
掲
「
民
属
金
下
戻
運
動
に
関
す
る
調
杢
書
類
」
。

⑰
噸
万
延
元
年
内
牧
手
永
立
直
御
取
救
寸
志
銭
之
内
6
御
買
入
地
方
徳
米
請
払

　
玉
門
（
阿
蘇
市
栗
林
家
文
書
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
。
な
お
、
会
所
官
銭

　
で
購
入
さ
れ
た
土
地
は
手
永
の
所
有
財
産
と
な
り
、
そ
の
収
益
の
一
部
は
官
銭
に

　
組
み
込
ま
れ
た
が
、
後
に
地
租
改
正
に
よ
り
「
余
計
之
増
税
」
が
課
さ
れ
て
そ
の
継

二
　
維
新
期
に
お
け
る
地
域
資
産
の
位
置

　
続
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
鍬
先
主
（
小
作
人
）
に
下
げ
渡
さ
れ
て
い
る
（
『
明

　
治
十
一
年
十
一
月
廿
一
日
　
会
議
録
　
第
拾
壱
大
区
隔
〔
阿
蘇
市
栗
林
家
文
轡
、

　
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
〕
）
。

⑱
三
澤
純
「
幕
宋
維
新
期
熊
本
藩
の
地
方
役
入
と
郷
士
」
（
平
川
新
・
谷
山
正
道

　
編
『
近
世
地
域
史
フ
ォ
…
ラ
ム
③
地
域
社
会
と
リ
ー
ダ
ー
た
ち
鋤
吉
川
弘
文
館
、

　
二
〇
〇
轟
ハ
年
）
。

⑲
前
掲
吉
村
論
文
「
災
害
と
凶
作
・
飢
鰹
」
。

⑳
吉
村
豊
雄
「
日
本
近
世
に
お
け
る
津
波
復
興
の
行
政
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
（
熊
本
大

　
学
文
学
部
『
文
学
部
論
叢
』
八
九
、
二
〇
〇
六
年
）
。

⑳
久
留
島
浩
門
百
姓
と
村
の
変
質
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
一
五
輪
岩
波
書
店
、

　
一
九
九
五
年
）
。

⑫
　
前
掲
志
村
論
文
門
近
世
後
期
の
地
域
社
会
と
大
庄
屋
制
支
配
」
。

⑬
　
右
同
志
村
論
文
、
理
論
志
村
論
文
「
藩
領
国
下
の
地
域
社
会
」
。
ま
た
、
近
年

　
の
山
暗
善
弘
の
成
果
（
同
「
大
間
層
と
地
域
的
公
共
性
」
〔
前
掲
山
焙
誉
『
近
世

　
後
期
の
領
主
支
配
と
地
域
社
会
』
所
収
、
初
出
も
二
〇
〇
七
年
〕
）
で
は
、
小
規

　
模
領
主
覇
が
散
在
し
た
播
磨
国
で
、
領
主
支
配
に
連
な
る
中
間
暦
（
取
締
役
）
が

　
地
域
的
公
共
性
を
体
現
し
て
い
く
過
程
と
論
理
を
論
じ
て
い
る
が
、
当
該
地
域
で

　
中
間
層
が
公
共
性
を
担
い
え
た
理
由
に
つ
い
て
山
崎
は
、
領
主
権
力
の
影
響
力
が

　
弱
い
非
領
国
と
い
う
地
域
性
に
求
め
て
い
る
。

⑳
　
明
治
二
四
年
六
月
一
五
日
付
、
大
蔵
大
臣
松
方
正
義
宛
熊
本
県
熊
本
市
長
杉
村

　
大
八
他
門
民
欝
金
御
下
戻
願
」
（
凹
公
文
類
聚
　
第
一
八
類
　
明
治
二
七
年
』
、
マ

　
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
番
号
0
ー
ユ
0
0
0
－
1
3
4
2
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
。

封
建
制
か
ら
郡
県
制
へ
の
移
行
を
表
明
し
た
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
版
籍
奉
還
後
、
維
新
政
府
は
「
諸
務
変
革
…
一
か
条
」
や
「
藩
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制
」
な
ど
で
諸
藩
へ
の
統
制
を
本
格
的
に
強
め
て
い
く
。
そ
れ
を
受
け
た
諸
藩
側
で
も
当
該
期
、
軍
制
・
禄
平
面
を
中
心
に
大
規
模
な
藩
政
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

革
が
試
み
ら
れ
、
軍
事
的
性
格
を
払
拭
し
た
藩
の
「
民
政
」
機
構
化
が
進
展
し
、
府
県
と
の
同
質
化
が
進
ん
で
い
っ
た
。
熊
本
藩
で
も
明
治
三

年
（
一
八
七
〇
）
六
月
以
降
、
大
規
模
な
藩
政
改
革
（
以
下
、
三
年
改
革
と
す
る
）
が
断
行
さ
れ
る
。

　
同
藩
は
西
南
雄
藩
の
一
角
を
占
め
る
存
在
で
あ
っ
た
が
、
宝
暦
期
以
来
藩
政
を
掌
握
し
て
き
た
藩
校
時
習
館
出
身
者
で
構
成
さ
れ
る
学
校
党

の
政
権
運
営
が
、
幕
末
期
を
通
じ
て
主
に
佐
幕
的
な
立
場
を
保
持
し
た
た
め
に
、
王
政
復
古
後
は
新
政
府
の
心
証
を
損
ね
た
。
ま
た
そ
の
後
は

穰
夷
論
者
と
の
関
係
を
取
り
沙
汰
さ
れ
る
な
ど
、
中
央
政
局
で
の
政
治
的
立
場
は
悪
化
し
て
い
た
。
こ
の
状
況
打
開
の
た
め
、
知
五
識
細
川
紹

邦
の
弟
で
あ
る
護
久
・
護
美
兄
弟
と
横
井
小
楠
の
思
想
的
系
譜
を
ひ
く
実
学
党
豪
農
派
は
、
新
政
府
の
岩
倉
具
視
や
大
久
保
利
通
ら
と
提
携
。

明
治
三
年
五
月
に
詔
邦
か
ら
護
久
へ
の
繋
累
事
交
代
が
行
わ
れ
、
実
学
党
が
政
権
中
枢
部
に
登
用
さ
れ
た
。
こ
の
政
権
は
研
究
史
上
、
実
学
党

　
②
政
権
と
呼
ば
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
三
年
改
革
で
は
、
横
井
小
楠
の
思
想
に
基
づ
き
民
政
を
重
要
視
し
た
、
実
学
党
政
権
の
急
進
的
な
改
革
政
治
が
断
行
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、

研
究
史
上
で
大
き
な
注
目
を
集
め
て
き
た
の
が
、
本
年
貢
の
三
分
の
一
に
及
ぶ
約
九
万
石
の
雑
税
廃
止
策
で
あ
る
（
三
年
七
月
）
。
こ
の
民
力
休

養
策
は
、
幕
長
戦
争
な
ど
幕
末
以
来
の
政
治
的
混
乱
や
、
前
年
の
大
凶
作
に
よ
る
藩
学
の
疲
弊
状
況
を
背
景
に
実
施
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
実
は

地
域
資
産
の
処
遇
と
も
密
接
に
関
連
し
た
施
策
で
あ
っ
た
。
こ
の
際
、
藩
領
内
に
布
達
さ
れ
た
知
業
事
細
川
護
久
の
布
告
文
「
村
々
小
前
費

え
」
に
よ
れ
ば
、
具
体
的
に
廃
止
さ
れ
た
雑
税
は
、
上
米
・
壱
歩
半
米
・
会
所
並
村
出
米
銭
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
請
免
制
下
で
の
備
荒
貯
蓄

や
会
所
官
銭
の
原
資
が
、
一
律
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
地
域
資
産
と
関
連
し
て
重
要
な
政
策
が
、
手
署
制
度
の
廃
止
で
あ
る
。

既
に
政
権
成
立
当
初
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
郡
下
改
革
で
、
六
月
に
郡
宰
（
郡
代
）
は
廃
止
さ
れ
、
新
劇
政
は
藩
庁
内
の
民
政
局
（
郡
方
の
後

身
）
の
も
と
、
新
た
に
各
郡
に
設
け
ら
れ
た
出
張
所
で
実
務
を
行
う
方
針
に
あ
っ
た
。
こ
の
流
れ
を
受
け
て
、
七
月
に
は
惣
庄
屋
・
山
支
配
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
ど
の
手
永
役
職
が
、
八
月
に
は
営
為
の
機
構
（
郷
学
会
所
な
ど
）
自
体
が
廃
止
さ
れ
て
、
郷
へ
と
改
称
さ
れ
た
。

　
改
称
さ
れ
た
郷
は
、
責
任
者
で
あ
る
惣
庄
屋
や
手
永
会
所
な
ど
の
執
務
機
関
を
失
っ
た
区
画
的
な
も
の
で
あ
り
、
吊
手
永
の
壱
歩
斎
米
や
会
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近代移行期の地域資産をめぐる官と民（今村）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

所
官
銭
は
各
出
張
所
へ
と
移
管
さ
れ
た
。
な
お
、
旧
手
鑑
支
配
に
由
来
す
る
こ
れ
ら
の
資
産
は
、
以
後
「
郷
備
金
」
「
郷
備
集
金
」
と
称
さ
れ

て
い
く
。
二
五
改
革
に
は
、
制
度
面
・
財
源
面
で
も
地
方
民
政
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
手
永
を
解
体
す
る
こ
と
で
、
民
政
を
藩
庁

（
民
政
周
）
、
す
な
わ
ち
地
方
官
の
も
と
一
元
化
を
は
か
る
意
図
が
あ
り
、
ゆ
え
に
手
永
所
有
の
地
域
資
産
も
出
張
所
（
郡
）
へ
集
中
さ
れ
た
。

但
し
、
こ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
地
域
資
産
の
官
有
物
化
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
手
永
ご
と
の
民
政
資
金
と
し
て
運
用
さ
れ
て
き

た
郷
備
金
を
、
地
方
官
（
実
学
党
政
権
）
が
藩
領
民
全
般
へ
還
元
す
る
民
政
改
革
用
の
一
大
資
金
と
し
て
撃
手
永
か
ら
回
収
し
、
一
元
化
し
た

点
に
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
、
熊
本
（
当
時
は
白
川
県
）
に
権
令
と
し
て
着
任
し
た
安
岡
良
亮
が
三
年
改
革
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

「
旧
藩
ノ
節
小
計
ノ
外
種
々
方
法
ヲ
設
ケ
貯
蓄
ノ
金
額
各
所
二
散
布
致
シ
候
分
、
（
中
略
）
、
其
金
額
ヲ
集
メ
一
大
経
論
ヲ
立
ル
ノ
策
ニ
テ
」
と

述
べ
た
よ
う
に
、
実
学
党
政
権
は
会
所
官
銭
な
ど
「
貯
蓄
ノ
金
額
各
所
二
散
布
致
シ
候
分
」
の
資
産
を
集
め
て
、
雑
税
廃
止
策
や
熊
本
洋
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

校
・
医
学
校
・
病
院
設
立
な
ど
の
「
一
大
経
論
ヲ
立
ル
ノ
策
」
を
実
行
し
た
。
以
上
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
前
述
の
雑
税
廃
止
と
手
永
制
廃
止
が
、

政
策
上
で
密
接
に
連
動
し
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　
上
米
・
壱
歩
半
米
な
ど
の
雑
税
廃
止
に
関
し
て
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
二
点
あ
る
。
一
点
目
は
三
澤
純
が
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
れ
が
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

年
貢
の
三
分
の
一
の
額
に
及
ぶ
大
減
税
を
意
味
し
、
「
知
事
塔
」
の
建
立
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
藩
領
民
の
強
い
歓
迎
を
受
け
た
事
実
で
あ
る
。

こ
の
事
実
は
、
従
来
の
備
荒
貯
蓄
・
民
政
基
金
制
度
を
支
え
る
雑
税
の
存
在
が
、
実
は
百
姓
（
と
く
に
下
層
民
）
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

り
、
彼
ら
に
と
っ
て
そ
の
「
解
放
」
が
大
き
な
意
味
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
二
点
目
は
、
上
米
・
壱
歩
半
米
の
廃
止
が
従
来

の
備
荒
貯
蓄
体
制
の
解
体
を
意
味
し
た
こ
と
で
あ
る
。
作
者
未
詳
な
が
ら
も
、
在
村
知
識
人
が
架
空
の
人
物
問
答
に
仮
託
し
て
三
年
改
革
期
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

農
村
実
態
を
論
じ
た
「
仁
～
噺
」
で
は
、
ま
ず
「
元
か
高
い
年
貢
を
雑
税
位
い
御
免
し
に
成
っ
た
と
て
」
と
雑
税
廃
止
を
皮
肉
り
な
が
ら
、
続

い
て
「
若
一
年
不
作
が
来
て
見
成
れ
、
罫
引
は
き
し
む
し
、
又
百
姓
が
立
ぬ
よ
う
に
成
ろ
う
も
知
れ
ぬ
。
凶
事
を
予
め
せ
ぬ
こ
と
な
れ
ど
其
時

は
人
気
は
弥
悪
く
成
る
。
」
と
、
凶
荒
時
の
「
百
姓
成
立
」
に
支
障
を
も
た
ら
す
の
だ
と
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
雑
税
廃
止
策
は

そ
の
内
実
、
従
来
の
備
荒
貯
蓄
解
体
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
批
判
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
備
荒
貯
蓄
で
あ
る
上
米
・
壱
歩
半
米
の
一
部
に
関
し
て
は
、
前
章
で
ふ
れ
た
よ
う
に
藩
政
府
の
郡
方
米
銀
所
で
管
理
さ
れ
、
平
準
方

（
明
治
初
年
に
産
物
方
・
生
産
司
へ
と
改
称
）
で
採
蝋
な
ど
の
藩
営
事
業
資
金
と
し
て
投
入
さ
れ
、
積
極
的
な
利
殖
が
は
か
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の

構
造
は
三
年
改
革
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
、
横
井
小
楠
は
天
保
一
四
年
に
著
し
た
「
時
務
策
」
で
、
藩
政
府
や
手
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

会
所
が
種
々
の
手
法
で
資
産
を
融
通
し
な
が
ら
利
殖
を
は
か
っ
て
い
る
現
状
を
、
「
貨
殖
の
政
」
「
聚
敏
の
利
政
」
と
激
し
く
批
判
し
て
い
た
。

果
た
し
て
、
多
く
を
小
楠
門
下
で
構
成
さ
れ
る
実
学
党
政
権
も
ま
た
、
師
の
教
え
を
遵
奉
す
る
。
三
年
改
革
で
は
生
産
司
が
廃
さ
れ
通
商
方
が

新
設
さ
れ
る
が
、
上
米
・
壱
歩
半
米
を
元
手
に
利
殖
を
行
う
通
商
方
の
事
業
は
、
藩
政
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
昆
間
商
人
の
友
枝
傳
也
ら
に
委
託

　
　
⑫

さ
れ
た
。
さ
ら
に
廃
藩
置
県
後
、
通
商
方
の
事
業
権
は
友
枝
か
ら
大
田
里
2
貫
へ
と
譲
渡
さ
れ
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
大
田
黒
を
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

長
と
す
る
歩
脚
会
社
が
成
立
す
る
。
王
入
会
社
は
、
通
商
方
の
事
業
面
に
加
え
、
旧
上
米
・
旧
壱
歩
半
米
の
資
産
面
も
継
承
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
明
治
四
年
前
一
八
七
一
）
七
月
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
知
慶
事
の
細
川
氏
は
熊
本
を
退
去
す
る
が
、
新
設
さ
れ
た
熊
本
県
政
は
引
き
続
い
て

実
学
党
の
面
々
（
旧
藩
出
身
者
）
に
よ
り
運
営
さ
れ
た
。
周
知
の
如
く
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
旧
藩
租
税
は
国
税
化
さ
れ
、
各
府
県
経
費
（
官
員
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

料
・
第
～
常
備
金
・
第
二
常
備
金
）
は
大
蔵
省
の
裁
量
に
よ
り
県
の
規
模
に
応
じ
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
地
方
独
自
の
経
費
は
、
管
内
住
民

か
ら
別
途
民
費
を
徴
収
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
が
、
民
力
休
養
の
路
線
を
継
続
す
る
実
学
党
政
権
は
「
諸
昆
費
豪
儀
、
是
迄
割
賦
取
立
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

等
無
価
、
郷
備
集
金
之
内
ヲ
以
仕
払
来
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
改
革
の
際
に
集
中
さ
れ
た
会
所
官
銭
な
ど
の
財
源
、
す
な
わ
ち
「
郷
備
集
金
」

を
管
内
へ
の
欝
欝
賦
課
軽
減
の
た
め
に
転
用
し
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
熊
本
県
（
明
治
五
年
六
月
に
白
川
県
へ
と
改
称
）
の
民
費
賦
課
は
、
郷
備
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
存
在
に
よ
り
全
国
的
な
水
準
で
み
て
も
低
い
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
裏
を
返
せ
ば
、
郷
備
金
の
存
在
が
濫
費
制
度
の
確
立
を
阻
ん

で
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
廃
藩
置
県
後
の
実
学
党
県
政
下
に
お
け
る
兼
備
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
手
永
会
所
か
ら
郡
の
出
張
所
（
明
治
五
年
、
癖
舎
に
改

称
）
へ
移
さ
れ
た
各
郷
の
郷
備
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
に
よ
る
取
り
扱
い
が
認
め
ら
れ
、
明
治
五
年
八
月
に
は
県
内
各
郷
の
戸
長
会
議
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

（「

p
申
八
月
議
定
」
）
、
統
一
的
な
取
り
扱
い
規
定
で
あ
る
「
導
出
取
扱
之
事
」
が
作
成
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
二
点
あ
る
。
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第
一
に
、
こ
の
規
定
を
作
成
し
た
戸
長
層
の
多
く
が
、
旧
藩
時
代
の
会
所
役
人
や
村
役
人
な
ど
地
方
役
人
経
験
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
点
で
あ

⑲る
。
す
な
わ
ち
、
旧
会
所
官
銭
の
運
用
や
性
格
に
精
通
し
た
彼
ら
が
作
成
主
体
で
あ
る
事
実
は
見
逃
せ
な
い
。
第
二
に
、
郷
と
い
う
地
域
的
結

合
が
引
き
続
き
存
在
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
甲
声
制
度
の
廃
止
に
よ
っ
て
郷
は
、
既
に
行
政
単
位
と
し
て
の
性
格
を
喪
失
し
て
い

た
。
し
か
し
、
所
有
財
産
た
る
郷
長
金
の
存
在
は
、
郷
の
地
域
的
結
合
を
依
然
と
し
て
保
持
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
点
を
ふ
ま
え
て

史
料
を
読
み
解
こ
う
。

　
「
各
郷
戸
長
」
の
名
を
も
っ
て
白
川
県
南
に
提
出
さ
れ
た
「
郷
備
取
扱
流
事
」
は
、
取
り
決
め
ら
れ
た
具
体
的
な
運
用
事
例
を
記
し
た
前
段

部
分
と
、
郷
備
金
に
関
す
る
歴
史
認
識
を
記
し
た
後
段
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
、
非
常
に
興
味
深
い
内
容
を
有
す
る
。
ま
ず
前
段
部
分
を
要
約
す

る
と
、
①
郷
ご
と
の
繍
帳
を
愛
器
に
設
け
て
出
納
は
県
の
租
税
課
の
許
可
を
受
け
、
現
金
は
歩
入
会
社
へ
委
託
し
て
利
殖
を
は
か
る
、
②
郷
備

金
を
、
場
合
に
応
じ
て
戸
長
の
出
張
費
や
医
学
校
入
寮
生
徒
入
米
な
ど
の
支
出
に
宛
て
る
、
と
あ
る
。
①
か
ら
は
、
下
下
金
の
出
納
は
県
の
管

理
下
な
が
ら
も
旧
藩
時
代
と
同
様
に
そ
の
利
殖
が
認
め
ら
れ
、
②
か
ら
は
、
郷
備
金
の
存
在
が
本
来
民
費
に
課
さ
れ
る
べ
き
地
域
負
担
の
軽
減

に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
期
の
郷
備
金
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
旧
藩
時
代
と
同
様
に
、
各
々
の
地
域
意
思
に
よ
る
利
殖

と
地
域
負
担
へ
の
転
用
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
注
意
し
た
い
の
は
、
郷
社
金
に
関
す
る
郷
有
（
民
有
）
概
念
の
顕
在
化
で
あ
る
。
後
段
部
分
に
は
郷
備
金
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
、

以
下
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
各
郡
郷
備
之
儀
、
望
地
之
景
況
二
従
ヒ
、
海
浜
ヲ
築
、
原
野
ヲ
開
、
字
面
溜
池
ヲ
堀
、
河
水
ヲ
堰
、
之
ヲ
畠
地
二
疏
テ
田
作
ト
ナ
ス
等
、
脚
力
官
費
ヲ

　
　
仰
カ
ス
、
皆
是
郷
民
協
力
ノ
ナ
ス
処
ニ
シ
テ
、
則
郷
中
ノ
有
ナ
リ
、
従
前
一
郷
限
リ
会
所
二
収
納
シ
、
二
品
積
シ
テ
凶
年
ノ
備
ト
シ
、
或
ハ
貧
困
ヲ
救
助

　
　
シ
、
或
ハ
郷
中
ノ
要
務
二
充
ツ
、
去
ル
長
年
以
来
政
体
一
新
、
会
所
ヲ
廃
品
ラ
レ
爾
来
備
ル
ニ
所
ナ
シ
、
畢
寛
是
郷
民
祖
宗
ノ
遣
沢
ナ
レ
ハ
、
以
テ
其
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
孫
二
配
分
シ
其
垂
幕
ヲ
安
ス
ヘ
キ
ナ
レ
ト
モ
、
今
之
ヲ
数
万
戸
二
分
テ
ハ
乱
数
以
テ
家
産
ヲ
助
二
足
ラ
ス
、
其
名
立
テ
其
実
益
ナ
カ
ル
ベ
シ

　
こ
こ
で
は
、
旧
藩
時
代
に
お
け
る
郷
民
の
力
に
よ
る
警
備
金
の
蓄
積
過
程
を
回
顧
し
、
「
皆
是
郷
民
協
力
ノ
ナ
ス
処
ニ
シ
テ
、
則
郷
中
ノ
有
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ナ
リ
」
と
郷
有
概
念
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
郷
有
概
念
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
法
学
者
の
中
田
薫
が
指
摘
し
た
、
明
治
初
年
の
町
村
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

併
で
協
議
機
関
を
失
っ
た
旧
町
村
（
部
落
）
で
の
、
部
落
有
財
産
に
対
す
る
部
落
民
の
「
総
有
」
概
念
類
型
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
事
書
金
の
歴
史
的
変
遷
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、
そ
の
顕
在
化
の
理
由
に
は
以
下
の
二
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
歴
史
的
背
景
と
し
て

前
章
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
旧
藩
時
代
か
ら
郷
（
層
累
）
側
が
、
郷
備
金
（
会
所
官
銭
）
を
所
有
資
産
と
し
て
認
識
し
て
い
た
点
。
「
細
砂
宮
東
ヲ

仰
カ
ス
、
皆
是
郷
民
協
力
ノ
ナ
ス
処
ニ
シ
テ
、
則
郷
中
ノ
有
ナ
リ
」
と
い
う
、
郷
備
蓄
積
過
程
に
お
け
る
郷
民
実
績
の
照
顧
は
、
ま
さ
に
旧
藩

期
以
来
の
所
有
物
と
し
て
の
歴
史
意
識
の
発
露
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
取
扱
規
定
を
作
成
し
た
戸
長
ら
の
多
く
が
、
旧
藩
時
代
の
地
方
役
人

経
験
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
事
実
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
次
に
重
要
な
の
は
、
三
年
改
革
で
各
県
の
地
域
資
産
は
宮
の
も
と
へ
集
中
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
も
、
あ
く
ま
で
「
聖
母
金
」
と
し
て
認
知
さ
れ
、
民
政
改
革
の
た
め
の
運
用
が
な
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
三
年
改
革
で
地
域

資
産
を
形
成
す
る
雑
税
が
免
除
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
本
来
「
民
」
の
所
有
分
で
あ
る
こ
と
を
地
方
富
（
実
学
党
政
権
）
が
認
め
た
所
以

で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
雑
税
廃
止
と
い
う
一
大
民
力
休
養
策
の
実
現
自
体
に
際
し
て
は
、
急
進
的
な
民
政
理
念
を
有
し
た
実
学
党
の
特
殊
性

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
雑
税
か
ら
形
成
さ
れ
た
地
域
資
産
を
「
民
」
の
所
有
分
と
見
な
す
考
え
は
当
時
の
社
会
で
も
普
遍
性
を
有

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
官
民
と
も
に
郷
備
金
を
「
民
属
金
」
と
見
な
す
三
年
改
革
以
来
の
社
会
的
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
早
馬
の
民
有

意
識
は
顕
在
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
実
学
党
政
権
下
で
は
、
華
客
金
が
郷
と
い
う
地
域
社
会
の
「
公
益
」
に
還
元
さ
れ
る
構
造
は
、

旧
藩
時
代
と
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
た
。
ゆ
え
に
民
有
概
念
が
顕
在
化
し
て
も
こ
の
時
期
、
県
と
郷
、
す
な
わ
ち
官
民
の
問
で
業
曝
金
を
め
ぐ
る
目

立
っ
た
問
題
は
発
生
し
て
い
な
い
。

　
小
馬
す
れ
ば
、
三
年
改
革
で
各
地
の
手
勢
会
所
か
ら
県
の
出
張
所
へ
と
移
さ
れ
た
地
域
資
産
（
郷
雲
金
）
は
、
雑
税
廃
止
策
な
ど
の
民
政
改

革
資
金
と
し
て
使
用
さ
れ
、
廃
藩
置
県
以
降
は
管
内
へ
の
民
望
賦
課
を
軽
減
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
廃
藩
置
県
後
の
取
り
扱
い
に
お
い

て
も
、
地
域
意
思
の
反
映
と
地
域
負
担
へ
の
転
用
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
点
で
は
旧
藩
時
代
の
会
所
官
銭
の
運
用
と
共
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
郷
里
金
に
対
す
る
民
有
概
念
の
顕
在
化
と
い
う
事
態
は
、
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
実
学
党
政
権
が
崩
壊
し
、
明
治
政
府
か
ら
派
遣
さ
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れ
た
新
た
な
地
方
官
が
乗
り
込
ん
で
く
る

あ
る
。

「
魚
区
小
区
制
」
期
の
熊
本
で
、
地
域
資
産
を
め
ぐ
る
激
し
い
官
民
の
争
い
を
惹
起
し
て
い
く
の
で

①
前
掲
羽
賀
論
文
「
領
知
権
の
解
体
と
欄
昆
政
撫
」
、
同
門
明
治
維
新
論
」
。

②
熊
本
藩
明
治
三
年
藩
政
改
革
と
実
学
党
政
権
論
に
関
し
て
は
、
階
級
的
政
治
闘

　
争
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
の
発
展
段
階
の
｝
つ
と
し
て
、
豪
農
政
権
と
位
置
付

　
け
た
大
江
志
乃
夫
の
研
究
（
同
『
明
治
国
家
の
成
立
㎏
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九

　
五
九
年
）
、
大
江
説
批
判
の
観
点
か
ら
、
世
直
し
状
況
へ
の
対
応
と
政
治
的
立
場

　
の
挽
回
か
ら
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
改
革
を
行
い
、
領
主
権
威
を
活
用
し
た
改
革
政

　
治
を
行
っ
た
と
い
う
、
以
下
に
掲
げ
る
三
澤
純
の
　
連
の
研
究
（
同
「
維
新
変
革

　
と
村
落
民
衆
」
〔
渡
辺
尚
志
編
糊
新
し
い
近
世
史
四
　
村
落
の
変
容
と
地
域
社

　
会
』
新
人
薄
藍
来
社
、
一
九
九
六
年
〕
、
同
「
一
九
世
紀
の
藩
社
会
と
民
衆
意
識
」

　
〔
『
日
本
史
研
究
』
四
六
四
、
二
〇
〇
｝
年
〕
な
ど
）
が
あ
る
。
近
年
で
は
、
三

　
暴
説
を
批
判
し
、
「
王
政
」
と
い
う
理
想
主
義
的
な
民
政
改
革
と
し
て
位
置
付
け

　
た
池
圏
勇
太
の
研
究
（
同
「
維
新
期
専
科
改
革
の
再
検
討
」
〔
『
明
治
維
新
史
研

　
究
隔
二
、
明
治
維
新
史
学
会
、
二
〇
〇
五
年
）
が
注
屋
さ
れ
る
。

③
右
同
池
田
論
文
「
維
新
期
民
政
改
革
の
再
検
討
」
。

④
瀬
崎
正
治
「
明
治
三
年
の
郡
政
機
構
」
禽
玉
名
市
立
歴
史
博
物
館
紀
要
』
二
、

　
一
九
九
七
年
）
。

⑤
熊
本
県
議
会
事
務
局
編
罷
…
本
県
議
会
史
臨
第
一
巻
、
熊
本
曝
議
会
、
…
九
六

　
｝
二
か
干
）
㎜
同
二
⊥
ハ
ペ
ー
W
ン
○

⑥
明
治
七
年
四
月
～
五
日
付
、
大
蔵
卿
大
隈
重
信
宛
白
川
県
欝
欝
安
岡
良
亮
「
集

　
金
上
常
山
儀
申
上
書
扁
（
熊
本
市
辛
島
家
文
書
・
仮
目
録
番
号
ナ
ニ
一
一
一
五
i
九
、

　
熊
本
県
文
化
企
画
課
松
橋
収
蔵
庫
所
蔵
）
。

⑦
前
掲
「
民
属
金
御
下
戻
願
扁
。

⑧
前
掲
三
澤
論
文
「
維
新
変
革
と
村
落
民
衆
」
、
同
＝
九
世
紀
の
藩
社
会
と
罠

　
衆
意
識
扁
。

⑨
非
常
凶
荒
へ
の
対
応
策
で
あ
る
備
荒
貯
蓄
の
形
成
・
維
持
は
、
｝
方
で
下
暦
民

　
に
重
い
負
担
を
強
い
る
側
面
を
有
し
て
い
た
。
前
掲
秋
元
論
文
「
明
治
期
京
都
の

　
自
治
と
連
合
区
会
・
区
会
」
で
は
、
町
の
下
腰
住
民
が
目
前
の
負
担
の
重
さ
か
ら

　
社
倉
の
継
続
に
否
定
的
な
立
場
で
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

⑩
水
野
公
寿
校
訂
・
解
説
「
仁
　
噺
」
（
罐
…
本
史
学
撫
四
八
、
皿
九
七
六
年
）
。

⑪
横
井
小
楠
門
時
務
策
」
（
山
崎
正
董
編
『
横
井
小
楠
遺
稿
篇
』
明
治
書
院
、

　
一
九
三
八
年
〕
）
。

⑫
明
治
二
四
年
一
〇
月
卿
二
日
付
、
熊
本
県
知
事
松
平
正
直
宛
徳
富
｝
敬
・
山
田

　
武
甫
・
安
場
保
和
・
米
田
虎
雄
「
草
按
偏
（
熊
本
市
辛
島
家
文
書
・
仮
目
録
番
号

　
ナ
；
一
㎜
五
一
六
、
熊
本
県
文
化
企
画
課
松
橋
収
蔵
庫
所
蔵
）
。
「
草
按
」
は
民
属

　
金
下
…
炭
運
動
の
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
地
域
資
産
の
歴
史
的
経
緯
を
諮
問
し

　
た
熊
本
県
知
事
松
平
正
直
に
対
す
る
、
徳
富
…
敬
ら
旧
実
学
党
政
権
首
脳
部
の
圏

　
答
書
で
あ
る
。

⑬
右
同
「
草
按
」
。

⑭
な
お
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
誕
生
し
た
熊
本
県
は
、
明
治
五
年
六
月
に
白
川
県
と

　
改
称
さ
れ
、
そ
の
後
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
二
月
に
再
び
熊
本
県
へ
と
改
称
さ

　
れ
る
。

⑮
西
川
誠
「
明
治
零
年
代
の
地
方
経
営
に
関
す
る
覚
書
」
（
伊
藤
隆
編
馴
日
本
近

　
代
史
の
再
構
築
』
山
川
出
版
社
、
～
九
九
三
年
目
。

⑯
「
民
費
鑑
識
（
明
治
七
年
二
月
白
川
県
布
達
）
」
（
新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会
編

　
魍
新
熊
本
市
史
隔
史
料
編
第
六
巻
近
代
1
〔
熊
本
市
、
一
九
九
七
年
〕
ニ
ニ
一

　
ペ
ー
ジ
）
。

⑰
前
掲
罷
…
本
県
議
会
史
臨
第
一
巻
、
三
六
二
～
三
六
六
ペ
ー
ジ
。

⑱
小
山
正
編
『
天
明
村
誌
』
（
【
九
六
皿
年
）
三
四
九
ペ
ー
ジ
。
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⑲
隅
天
明
村
誌
』
所
収
の
銭
塘
郷
門
壬
申
八
月
議
定
」
に
連
名
し
て
い
る
戸
長
九

　
名
に
は
、
旧
藩
時
代
に
地
方
役
入
（
郡
代
手
附
横
目
）
を
勤
め
た
小
山
繁
蔵
・
渋

　
谷
帰
国
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
（
『
尾
崎
議
官
出
張
之
節
取
調
轡
類
二
　
明
治
十

　
八
年
㎞
県
政
資
料
～
二
七
一
二
、
熊
本
県
立
図
書
館
所
蔵
）
。
な
お
、
熊
本
藩
領
に

　
お
け
る
地
方
斑
入
か
ら
「
大
区
小
区
制
」
期
以
降
の
蔵
町
村
吏
（
戸
長
・
薦
掛
・

　
筆
生
）
へ
の
移
行
過
程
を
解
明
し
た
成
果
と
し
て
、
拙
稿
「
近
世
地
方
役
入
か
ら

　
近
代
区
町
村
吏
へ
」
（
吉
村
豊
雄
・
三
澤
純
・
稲
葉
継
陽
編
罷
…
本
大
学
拠
点
形
成

　
研
究
論
文
集
（
題
目
未
定
）
臨
港
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
度
発
刊
予
定
）
。

⑳
前
掲
噌
天
明
村
誌
』
王
四
九
ペ
ー
ジ
。

⑳
中
田
薫
「
明
治
初
年
に
於
け
る
村
の
入
格
」
（
同
『
法
制
史
論
集
偏
第
二
巻
物

　
権
法
〔
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
年
〕
）
。

⑫
前
掲
「
草
藁
」
。
「
草
按
」
に
よ
る
と
徳
富
ら
は
、
郷
備
金
な
ど
の
地
域
資
麗
が

　
「
畏
属
」
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
廃
藩
概
暫
時
に
は
国
庫
へ
の
納
入
を
な
さ
な

　
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

⑬
例
え
ば
、
旧
長
州
藩
領
で
あ
る
山
口
県
で
は
、
明
治
初
年
に
「
囲
穀
」
「
修

　
甫
扁
な
ど
の
地
域
資
産
が
町
村
に
再
分
配
さ
れ
た
り
、
防
長
雪
濁
会
社
に
移
管
さ

　
れ
地
租
納
入
準
備
金
に
充
て
ら
れ
た
り
し
て
い
る
（
前
掲
田
村
論
文
「
地
租
金
納

　
化
を
め
ぐ
る
山
口
県
民
の
動
向
」
）
。
ち
な
み
に
、
旧
幕
藩
制
に
由
来
す
る
全
国
各

　
地
の
多
様
な
雑
税
は
、
明
治
八
年
二
月
二
〇
日
の
太
政
官
布
告
第
一
一
三
～
二
七
号

　
布
告
で
整
理
・
廃
止
さ
れ
た
（
林
健
久
噸
日
本
に
お
け
る
租
税
国
家
の
成
立
㎞
東

　
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
）
。
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三
　
「
大
区
小
区
制
」
期
の
地
域
資
産
を
め
ぐ
る
官
民
対
立
の
展
開

　
下
郷
か
ら
集
合
し
た
地
域
資
産
（
郷
備
金
）
を
も
っ
て
、
管
内
へ
の
民
費
賦
課
を
抑
え
て
い
た
の
が
実
学
党
政
権
の
手
法
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
地
租
改
正
事
業
の
本
格
化
を
前
に
し
て
実
学
党
の
施
政
方
針
は
、
各
府
県
で
の
民
費
制
度
の
確
立
を
目
指
す
政
府
方
針
と
大
き
く
齪
鶴
を

　
　
　
　
　
　
　
　
①

き
た
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
増
大
す
る
民
費
を
有
限
な
郷
備
金
か
ら
賄
い
続
け
よ
う
と
し
た
結
果
、
明
治
六
年
に
入
る
と
県
財
政
の
矛
盾
は

　
　
　
　
　
　
　
②

顕
在
化
し
て
い
く
。
明
治
六
年
六
月
、
白
川
県
連
令
と
し
て
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
安
岡
良
亮
が
着
任
し
、
実
学
党
に
よ
る
県
政
運
営
は
終
止

符
を
う
つ
。
明
治
三
年
来
独
自
の
改
革
路
線
を
進
め
て
き
た
実
学
党
県
政
か
ら
、
政
府
方
針
に
忠
実
な
安
岡
県
政
へ
と
、
地
方
官
の
交
代
が
行

わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
安
岡
は
県
の
民
費
制
度
の
確
立
に
向
け
た
財
政
改
革
を
推
進
し
た
。
ま
ず
六
年
一
二
月
、
他
県
と
異
な
り
官
費
支
給
だ
っ
た
白
川
県
の
戸
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

給
料
を
単
費
支
給
に
改
正
し
、
翌
七
年
（
一
八
七
四
）
二
月
に
は
民
慰
謝
則
を
制
定
し
て
、
民
費
徴
収
制
度
の
整
備
を
進
め
た
。
事
実
、
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

六
年
に
比
べ
て
同
九
年
の
県
の
民
費
総
額
は
二
倍
強
に
上
昇
し
て
お
り
、
安
岡
着
任
以
降
、
管
内
へ
の
昆
費
賦
課
額
は
急
激
に
上
昇
し
た
。
加
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え
て
、
安
岡
が
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
着
手
し
た
の
が
、
実
学
党
県
政
期
に
構
築
さ
れ
た
郷
備
金
依
存
型
の
県
財
政
の
再
編
で
あ
る
。
他
府

県
同
様
の
民
費
制
度
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
有
限
な
郷
備
金
へ
の
依
存
か
ら
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
郷
備
金
依
存
型
か
ら
非
依
存
型

財
政
へ
向
け
た
過
渡
的
政
策
と
し
て
、
明
治
七
年
民
費
課
則
で
は
大
区
割
の
費
用
を
郷
備
金
で
一
時
的
に
立
て
替
え
（
「
繰
替
扁
）
、
そ
の
後
に
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

区
費
を
区
内
に
割
り
当
て
て
徴
収
す
る
こ
と
（
繰
替
制
度
）
を
認
め
た
が
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
七
月
乙
第
七
九
暦
布
達
で
は
「
郷
備
金
僅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

少
ニ
シ
テ
民
選
繰
替
二
不
足
ノ
区
モ
有
之
」
と
し
て
、
郷
備
金
に
よ
る
民
費
繰
替
制
度
も
廃
止
し
た
。
ゆ
え
に
大
立
で
は
当
座
の
民
費
を
立
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

替
え
る
財
源
が
必
要
と
な
り
、
新
た
に
予
備
金
が
区
内
か
ら
徴
収
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
大
き
な
地
域
負
担
と
な
っ
た
。

　
加
え
て
、
平
角
金
に
関
す
る
取
り
扱
い
も
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
く
。
明
治
七
年
の
民
費
課
則
で
、
県
に
集
合
さ
れ
て
い
た
郷
備
金
は
大
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

割
で
分
割
、
な
ら
び
に
各
大
区
へ
の
下
げ
渡
し
が
約
束
さ
れ
、
翌
八
年
｝
月
に
は
下
げ
渡
し
が
実
行
さ
れ
た
。
そ
の
郷
備
金
に
対
し
て
安
岡
県

政
が
制
定
し
た
取
扱
規
則
の
変
遷
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
表
3
】
で
あ
る
。
【
表
3
】
に
よ
る
と
、
①
郷
備
金
の
位
置
付
け
が
主
に
備
荒
貯
蓄

の
役
割
に
限
定
さ
れ
る
、
②
管
理
・
出
入
に
関
し
て
は
官
選
区
戸
長
の
検
印
が
、
明
治
九
年
（
～
八
七
六
）
九
月
に
は
宮
の
裁
許
が
必
要
と
な

る
、
③
郷
備
金
を
使
用
し
て
利
殖
を
は
か
る
こ
と
は
厳
禁
、
な
ど
の
事
実
が
わ
か
る
。
と
く
に
九
年
九
月
の
規
則
は
、
同
年
七
月
開
催
の
地
方

民
会
（
熊
本
県
民
会
）
で
県
会
議
員
た
ち
が
作
成
し
た
、
第
二
議
案
「
郷
備
金
取
扱
規
則
」
に
関
す
る
改
正
規
則
案
を
覆
し
て
布
達
さ
れ
て
お

り
、
県
の
郷
備
金
に
関
す
る
方
針
を
貫
徹
す
る
も
の
だ
っ
た
。
県
民
会
の
討
議
で
は
、
「
人
民
ノ
共
有
物
」
た
る
各
大
鵬
郷
備
金
の
用
途
を
、

備
荒
貯
蓄
の
み
な
ら
ず
学
校
・
病
院
な
ど
「
一
般
公
益
ヲ
興
ス
ノ
費
用
」
に
も
充
て
る
こ
と
、
郷
備
金
の
取
り
扱
い
で
は
民
選
議
員
と
の
協
議

を
義
務
付
け
る
、
な
ど
の
条
項
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
規
則
案
が
作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
改
正
案
は
、
九
月
に
県
が
布
達
し
た
規
則
に
全
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

反
映
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
安
岡
県
政
の
郷
備
金
に
対
す
る
方
針
は
、
そ
の
用
途
を
備
荒
貯
蓄
に
限
定
し
、
出
入
を
官
（
県
・
区
芦
長
）

の
管
理
下
で
厳
し
く
制
限
す
る
も
の
と
言
え
る
。

　
①
の
備
荒
貯
蓄
の
性
格
に
限
定
さ
れ
る
点
に
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
旧
熊
本
藩
時
代
に
は
上
米
・
壱
歩
半
米
が
備

荒
貯
蓄
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
三
年
改
革
の
雑
税
廃
止
策
で
そ
れ
ら
は
廃
止
さ
れ
、
地
域
社
会
の
備
荒
貯
蓄
制
度
は
解
体
さ
れ
る
。
こ
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【表3】郷備金取扱規則の変遷

規則名 郷備金の位置付け 二三金の管理 備考

郷備金取扱規則 凶年飢歳の予備、罠費 出入の節は、主任二戸 各郷固有の金商に応じ、

（明治7年3月22B） の一時繰替に充てる。 長及び会議の正副戸長 追って県庁から分賦す

が諸帳簿へ検印を用い るので、その際に混交

ること。旧会所・娼張 しないように各郷区別

所時代に他へ貸し下げ の元帳を製作しておく

たものについては、貸 こと。郷備現金は全て

下規則に照準する。年 小野紐へ預け、通帳に

賦取立の年隈等は取調 より出入を取り扱う。

中に付き、調済の上で 郷備金による貨殖筋は

追って帳簿を下げ渡す。 厳禁。

改正藁菰金取扱規則 凶年飢歳等非常の手当、 大山の分を一纏めにし 二郷固有の金高に応じ

（明治8年1月4日） 定式年費繰替金として て、四方便利の小区詰 て、今般各大区へ割賦
備える。 所で扱う。薩長が専任、 して下げ渡す。一時の

正離戸長の内玉名が副 利益を図って、郷備金

たること。出入の際は、 による貨殖筋を起こす

区戸長が必ず検印する。 ことは厳禁。

開地の徳米や貸下年賦

返納金などは期限内に

取立て、その金額を元
帳に増記すること。

改正郷備金取扱規則 凶年飢歳、水火風構等 大区の分を一纏めにし 供用の際は、議員の要

（明治9年9月12日） 非常救急の用とし、止 て、区長が握任、正室 請があればその成案を

むを得ない事情の場合 戸長の内1名が副たる 示すべきこと。繊納の
は学校病院等の費用に こと。且又の節は、区 帳面も、議員から一見

充て、またその費用に 戸長協議の上で官の裁 する要請があればその

繰替えて貸し渡すこと 許を請うこと。出入の 意に任すべきこと。

を許す。但し貸し下げ 際は、区戸長が必ず検

の際は、水火の難がな 印する。開地の徳米や

い不動産を抵当として 貸下年賦返納金などは
取置くこと。 期限内に取立て、その

金額を元帳に増記する

こと。決算後は帳簿を

県庁へ届出、区内へ掲
示すること。

＊『新熊本市史」史料編第6巻近代1（熊本市、1997年）225～232ページから作成。

強
い
管
理
下
に
置
い
た
こ
と

で
、
実
学
党
政
権
期
か
ら
一

の
措
置
は
抑
圧
以
外
の
何
者

で
も
な
い
。
＝
兀
的
な
官
の

途
を
備
荒
貯
蓄
の
み
に
限
定

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
だ
が
、
郷
備
金
を
旧

藩
時
代
と
同
様
、
地
域
社
会

の
「
公
益
」
の
た
め
積
極
的

な
運
用
や
利
殖
を
欲
す
る

人
々
に
と
っ
て
、
こ
の
県
政

の
た
め
、
地
域
で
は
非
常
凶

荒
に
対
す
る
対
応
力
が
低
下

し
、
定
額
金
納
制
た
る
地
租

改
正
事
業
の
進
展
と
相
ま
っ

て
、
新
た
な
備
荒
貯
蓄
の
存

在
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
ゆ

え
に
安
岡
県
政
は
、
各
大
区

へ
下
げ
渡
し
た
郷
備
金
の
用
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近代移行期の地域資産をめぐる官と民（今村）

転
し
て
安
岡
県
政
期
の
郷
備
金
取
り
扱
い
で
は
、
個
々
の
地
域
意
思
の
反
映
が
大
幅
に
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
県
の
施
策
に
対
し
て
、
地
域
社
会
が
大
き
な
反
対
表
明
を
行
っ
た
の
が
、
明
治
九
年
七
月
に
熊
本
で
開
設
さ
れ
た
地
方
民
会
（
熊
本
県

民
会
）
の
場
で
あ
る
。
熊
本
県
民
会
は
完
全
な
公
選
民
会
で
あ
り
、
議
員
の
選
挙
・
被
選
挙
権
が
二
五
歳
か
ら
六
五
歳
ま
で
の
男
性
・
戸
主
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

般
に
与
え
ら
れ
た
、
全
国
的
に
も
非
常
に
先
進
的
な
地
方
民
会
で
あ
っ
た
。
県
民
会
の
場
で
は
、
郷
備
金
を
「
公
益
ヲ
興
ス
」
た
め
、
地
域
の

近
代
化
資
金
と
し
て
積
極
的
な
運
用
を
意
図
す
る
県
会
議
員
た
ち
が
、
県
に
対
し
て
激
し
い
討
論
を
繰
り
返
し
た
。
議
員
の
多
く
は
旧
藩
時
代

の
手
々
役
人
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
急
先
鋒
は
玉
名
郡
内
田
手
躍
惣
庄
屋
の
経
験
を
有
す
る
木
下
助
之
（
第
七
大
区
〔
玉
名
郡
〕
選
出
）
で
あ
る
。

旧
藩
時
代
の
会
所
予
期
の
運
用
に
精
通
し
て
い
た
彼
ら
は
、
「
民
属
金
」
た
る
郷
備
金
を
往
時
同
様
に
、
公
共
事
業
な
ど
地
域
の
「
公
益
」
に

資
す
る
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
た
。
県
民
会
で
は
前
述
の
よ
う
に
、
議
員
た
ち
が
夕
蝉
金
取
り
扱
い
に
関
す
る
改
正
規
則
案

を
討
議
し
た
の
だ
が
、
そ
の
討
議
結
果
は
県
民
会
直
後
に
布
達
さ
れ
た
取
扱
規
則
に
は
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
態
を
受
け
て
木
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

は
、
翌
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
二
月
、
熊
本
県
権
令
富
岡
敬
明
（
安
岡
良
亮
は
九
年
一
〇
月
の
神
風
連
の
乱
で
死
去
）
に
対
し
て
建
自
書
を
提
出
す
る
。

そ
こ
で
木
下
は
、
郷
備
金
を
「
公
益
ヲ
興
ス
」
た
め
に
運
用
す
る
こ
と
を
再
主
張
す
る
と
と
も
に
、
九
年
～
○
月
の
太
政
官
第
一
三
〇
号
布
告

「
各
区
町
村
金
穀
公
借
共
有
物
取
扱
土
木
暴
君
規
則
」
を
引
用
し
、
郷
備
金
の
取
り
扱
い
に
議
員
（
総
代
）
が
参
加
で
き
な
い
熊
本
県
の
現
状

を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
太
政
官
｝
三
〇
号
布
告
は
、
町
村
の
共
有
物
取
り
扱
い
な
ど
に
お
け
る
区
戸
長
の
専
断
を
防
ぐ
目
的
か
ら
、
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
人
民
総
代
の
参
加
を
義
務
付
け
た
法
令
で
あ
る
が
、
熊
本
県
で
は
法
令
布
達
以
後
も
従
来
の
郷
備
金
取
扱
規
則
に
よ
る
取
り
扱
い
が
継
続
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
民
属
金
」
た
る
重
石
金
を
「
公
益
」
の
た
め
に
運
用
し
よ
う
と
す
る
民
と
、
あ
く
ま
で
郷
備
金
の
一
元
的
な
管
理
を

維
持
し
よ
う
と
す
る
官
。
地
域
資
産
を
め
ぐ
る
激
し
い
官
民
対
立
の
構
図
が
み
て
と
れ
よ
う
。

　
さ
て
、
旧
藩
時
代
の
備
荒
貯
蓄
で
あ
る
上
米
・
壱
歩
半
米
は
、
三
年
改
革
の
後
、
そ
の
資
産
を
運
用
す
る
通
商
方
（
藩
庁
内
）
の
事
業
権
と

と
も
に
民
主
商
人
へ
と
譲
渡
さ
れ
、
明
治
五
年
以
降
は
太
田
黒
一
貫
の
墨
入
会
社
が
継
承
し
て
い
た
。
歩
入
会
社
に
は
、
前
章
で
ふ
れ
た
明
治

五
年
「
郷
備
取
扱
之
事
」
の
規
定
に
あ
る
よ
う
に
各
郷
々
備
金
の
現
金
分
が
預
金
さ
れ
、
事
業
へ
の
運
用
が
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
安
岡
県
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【表4】熊本県から大蔵省へ送納された「民属金（地域資産）」

年月1ヨ 金額の名称 金額（円）

① 明治7年4月15日 23，277

② 〃年7月！5曝

公癬官物二属スル不用ノ諸器具売漢語・各所積穀等現在貯蓄

85，774

③ 明治5一・8年 各所貸附金商 173，749

④ 明治8年 熊本編入会社引揚げ金 172，551

合計 455，352

＊『明治廿八年誤納金下簾請求一巻　飽田郡河内村役場書（目ヨ河内町役場文書、熊本市河内総合

支所所蔵）、「集金上納之儀上申書」（熊本市辛鳥家文書・三下録番号ナ2215－9、熊本県文化企

画課松橋収蔵庫所蔵）より作成。

政
は
こ
の
歩
入
会
社
に
対
し
て
も
強
制
的
措
置
を
と
る
。
明
治
八
年
、
突
如
と
し
て
県
は
警
察
権
力

を
用
い
て
歩
入
会
社
を
強
制
的
に
解
散
さ
せ
、
か
つ
接
収
し
た
そ
の
資
産
を
大
蔵
省
へ
と
送
節
し
て

　
　
　
　
　
　
⑬

し
ま
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
上
米
・
旧
壱
歩
半
熟
・
旧
郷
備
金
で
構
成
さ
れ
る
地
域
資
産
の

多
く
が
、
国
庫
へ
と
納
入
さ
れ
た
。
さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
安
岡
県
政
が
大
蔵
省
へ
送
納
し
た

の
は
歩
入
会
社
の
資
産
だ
け
で
は
な
い
。
門
表
4
】
は
、
明
治
五
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
熊
本
か
ら
大

蔵
省
へ
送
ら
れ
た
金
銭
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
安
閾
県
政
期
に
巨
額
の
諸
金
銭
が
送
納
さ
れ

た
事
実
が
う
か
が
え
よ
う
。
と
く
に
明
治
七
年
に
は
四
月
・
七
月
の
二
度
に
わ
た
っ
て
、
旧
熊
本
町

会
所
や
止
手
永
会
所
な
ど
「
公
二
宮
物
二
属
ス
ル
不
用
ノ
諸
器
具
売
払
出
」
と
、
「
各
所
積
十
時
現
在

貯
蓄
金
」
（
当
時
、
県
に
集
合
さ
れ
て
い
た
郷
備
金
な
ど
）
が
安
岡
か
ら
大
蔵
卿
大
隈
重
信
宛
に
上
納
さ
れ

　
　
　
⑭

て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
県
内
で
も
大
問
題
と
な
り
、
事
実
を
聞
き
つ
け
た
各
郡
の
戸
長
総
代
が
、

そ
の
上
納
を
取
り
や
め
る
よ
う
に
安
岡
へ
談
判
し
た
。
以
下
の
史
料
は
、
そ
の
際
の
顛
末
を
明
治
二

〇
年
代
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
明
治
七
年
三
月
二
至
リ
県
庁
二
於
テ
二
藍
該
金
ヲ
大
蔵
省
二
送
納
ス
ル
趣
ヲ
聞
キ
（
戸
長
総
代
ら
が

引
用
者
註
）
、
驚
愕
措
ク
能
ハ
ス
シ
テ
最
後
ノ
請
求
二
及
ヒ
タ
ル
所
、
権
令
モ
該
金
ノ
民
報
タ
ル
コ
ト
ハ
自

認
ス
レ
ト
モ
、
斯
ノ
如
キ
金
円
ヲ
シ
テ
人
民
二
在
ラ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
、
却
テ
奮
起
心
ヲ
萎
簾
セ
シ
ム
ル
ノ
恐

ア
リ
、
将
来
民
度
ヲ
進
メ
依
頼
心
ヲ
脱
シ
独
立
ノ
気
象
ヲ
振
起
シ
来
ラ
バ
必
ス
下
戻
ヲ
出
願
ス
ル
ニ
至
ラ
ン

ト
ノ
趣
旨
ニ
テ
痛
ク
拒
絶
セ
ラ
レ
、
一
同
憾
ヲ
遺
シ
テ
退
ケ
リ
、
（
中
略
）
、
此
時
二
当
テ
各
郡
町
村
入
民
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

二
其
不
当
ノ
処
分
ナ
ル
ヲ
憤
懲
シ
…
…
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近代移行期の地域資産をめぐる官と民（今村）

　
「
斯
ノ
如
キ
金
円
ヲ
シ
テ
人
民
二
在
ラ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
、
却
テ
奮
起
心
ヲ
萎
簾
セ
シ
ム
ル
ノ
恐
ア
り
」
と
の
表
現
は
、
安
岡
の
地
域
資
産
に

対
す
る
認
識
と
と
も
に
、
「
開
化
」
を
推
進
す
る
官
側
と
し
て
の
彼
の
民
衆
観
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
「
民
愚
輩
」
の
強
制
的
な
資
産
接
収
の

理
由
を
、
巨
額
の
地
域
資
産
の
存
在
が
人
民
の
「
独
立
ノ
気
象
」
形
成
を
限
害
す
る
と
い
う
、
民
度
の
未
開
さ
に
求
め
る
当
時
の
地
方
官
の
姿

勢
が
み
て
と
れ
よ
う
。
安
岡
の
指
示
の
も
と
、
【
表
4
】
に
表
れ
る
よ
う
に
旧
歩
入
会
立
引
き
揚
げ
金
の
み
で
～
七
万
円
余
、
他
の
地
域
資
産

と
の
合
計
額
で
は
四
五
万
円
余
に
上
る
巨
額
金
銭
が
圏
庫
へ
と
納
め
ら
れ
た
。
明
治
九
年
の
県
民
会
の
場
で
は
、
当
時
の
耳
垂
区
現
有
分
の
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

備
金
総
額
が
明
ら
か
に
な
る
の
だ
が
、
前
述
の
大
蔵
省
へ
の
送
納
の
結
果
、
そ
の
額
は
県
内
全
体
で
約
＝
二
万
円
に
ま
で
減
少
し
て
い
た
。
こ

の
措
置
を
う
け
た
地
域
社
会
（
「
悪
世
町
村
人
民
」
）
が
、
「
大
二
其
不
当
ノ
処
分
ナ
ル
ヲ
憤
慰
」
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
事
態
は
、

明
治
二
〇
年
代
の
「
民
属
金
下
戻
運
動
」
の
直
接
的
原
因
と
な
る
。

　
明
治
六
年
以
降
に
お
け
る
「
大
区
小
区
制
」
期
の
旧
熊
本
藩
領
で
は
、
地
方
富
の
交
代
に
よ
り
、
地
域
資
産
に
対
す
る
官
の
姿
勢
が
一
変
し

て
い
く
。
地
方
官
は
地
域
資
産
に
対
す
る
規
制
を
強
め
、
一
方
で
巨
額
の
資
産
を
大
蔵
省
へ
と
送
倒
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
地
域
資
産
の
相

続
を
め
ぐ
る
官
民
の
対
立
は
明
確
な
も
の
と
な
る
。
次
章
で
は
、
「
民
」
の
不
満
が
一
揆
と
い
う
実
力
行
使
に
表
れ
た
西
南
戦
争
期
の
民
衆
運

動
と
、
そ
の
運
動
が
「
官
」
へ
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

①
前
掲
三
澤
論
文
「
維
新
変
革
と
村
落
民
衆
」
。

②
拙
稿
「
明
治
九
年
熊
本
県
民
会
考
」
（
『
熊
本
歴
史
科
学
研
究
会
会
報
隔
五
五
、

　
二
〇
〇
四
年
）
。

③
右
岡
拙
稿
。

④
箭
掲
三
澤
論
文
「
維
新
変
革
と
村
落
民
衆
」
。

⑤
前
掲
『
薪
熊
本
市
史
徳
史
料
編
第
六
巻
二
二
【
ぺ
…
ジ
。

⑥
異
同
川
尻
熊
本
市
史
臨
史
料
編
章
六
巻
；
天
ぺ
…
ジ
。

⑦
門
明
治
八
年
予
備
金
還
付
方
法
緒
言
（
明
治
＝
輩
六
月
能
…
本
県
甲
第
一
四
一

　
号
抄
）
」
（
右
翼
『
新
熊
本
市
史
臨
史
料
編
第
六
巻
二
三
三
ペ
ー
ジ
）
。

⑧
前
掲
前
田
論
文
「
郷
備
金
の
研
究
覚
書
」
。

⑨
右
同
前
韻
論
文
。

⑩
熊
本
県
民
会
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
近
年
の
成
果
と
し
て
新
熊
本
市
史
編
纂
委

　
員
会
編
『
新
熊
本
市
史
輪
通
史
編
第
五
巻
近
代
1
（
熊
本
市
、
二
〇
〇
～
年
）
第

　
三
章
、
前
掲
拙
稿
門
明
治
九
年
熊
本
県
民
会
考
」
を
参
照
。

⑪
木
下
助
之
「
配
備
金
取
扱
規
則
二
付
、
失
望
不
安
心
ノ
條
件
偏
（
木
下
家
文

　
書
・
欝
録
番
号
～
一
～
、
玉
名
市
立
歴
史
博
物
館
こ
こ
ろ
ピ
ア
所
蔵
）
。

⑫
徳
田
良
治
「
わ
が
国
に
お
け
る
町
村
会
の
起
源
」
（
明
治
史
料
研
究
連
絡
会

　
『
明
治
史
研
究
叢
書
H
　
明
治
権
力
の
法
的
構
造
睡
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
五
九
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年
）
。

⑬
前
掲
「
草
按
扁
。

⑭
前
掲
「
集
金
上
納
之
儀
申
上
書
」
。

⑮
前
掲
「
民
属
金
御
下
戻
願
」
。

⑯
上
園
穣
｝
校
訂
・
解
題
「
《
史
料
》
熊
本
県
民
会
記
録
」

　
一
九
八
皿
二
年
）
　
一
二
一
～
一
二
九
ペ
ー
ジ
。

（『

ﾟ
代
熊
本
』
ニ
ニ
、
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四
　
地
域
資
産
を
め
ぐ
る
民
衆
運
動
と
官
の
政
策
転
換

　
明
治
一
〇
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
熊
本
県
で
は
、
隣
県
鹿
児
島
か
ら
勃
発
し
た
西
南
戦
争
の
影
響
に
よ
る
県
行
政
…
機
構
の
麻
痺
に
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

じ
て
、
県
内
各
地
で
大
規
模
な
農
民
一
揆
が
発
生
し
た
。
【
表
5
】
は
発
生
し
た
各
一
揆
の
概
要
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
極
め

て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
全
て
の
一
揆
で
地
域
資
産
（
郷
備
金
）
に
ま
つ
わ
る
要
求
が
確
認
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

　
中
下
層
民
を
主
体
に
構
成
さ
れ
る
一
揆
腹
懸
た
ち
は
、
蜜
選
の
区
戸
長
ら
に
詰
め
寄
っ
て
郷
備
金
の
使
途
を
糺
す
と
と
も
に
、
そ
の
下
げ
渡

　
　
　
　
　
②

し
を
要
求
し
た
。
こ
の
一
揆
の
様
相
を
、
前
掲
し
た
木
下
助
之
の
養
父
初
太
郎
は
日
記
の
な
か
で
、
「
先
月
（
二
月
－
引
用
者
註
）
已
来
、
五
六

七
八
大
区
之
彰
々
郷
幽
門
・
村
備
銭
等
之
成
行
民
費
割
掛
等
之
儀
二
付
疑
惑
を
生
し
、
戸
長
已
下
之
役
々
二
迫
り
、
問
二
者
暴
動
二
及
候
ケ
所

　
　
③

茂
有
之
」
と
、
克
明
に
記
し
て
い
る
。
と
く
に
阿
蘇
郡
（
第
＝
大
区
）
で
発
生
し
た
阿
蘇
一
揆
で
は
、
多
額
の
郷
備
金
を
管
理
す
る
立
場
に

あ
っ
た
区
長
野
田
信
道
を
、
「
劔
鎗
銃
笠
」
で
武
装
し
た
一
揆
農
民
が
執
拗
に
探
索
し
、
野
田
が
長
期
に
わ
た
り
戦
争
下
の
熊
本
か
ら
福
岡
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

大
分
県
へ
と
危
険
な
逃
避
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
態
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、
～
揆
農
民
た
ち
が
見
せ
た
郷
備
金
へ

の
強
い
執
着
が
看
取
さ
れ
る
が
、
客
観
的
に
見
れ
ば
地
域
住
民
た
ち
の
再
生
産
活
動
を
維
持
す
る
は
ず
の
備
荒
貯
蓄
金
を
彼
ら
自
身
が
奪
取
す

る
事
態
に
、
こ
の
問
題
の
複
雑
さ
と
深
刻
さ
が
う
か
が
え
る
。
住
民
の
再
生
産
活
動
を
保
障
す
る
こ
と
が
政
治
権
力
の
存
続
条
件
と
す
れ
ば
、

～
揆
農
民
の
行
動
は
、
も
は
や
県
や
大
仁
小
鷺
を
政
治
権
力
と
し
て
認
め
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
西
南
戦
争
終
結
後
、
明
治
＝
年
（
｝
八
七
八
）
六
月
の
熊
本
県
甲
第
九
二
号
布
達
に
よ
り
「
郷
備
金
取
扱
規
則
」
は
廃
止
さ
れ
、
「
保
存
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

扱
方
法
」
な
ど
は
「
各
磁
区
人
民
協
議
」
に
一
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
同
年
七
月
の
甲
第
＝
二
号
に
よ
り
、
郷
備
金
の
取
り
扱
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【表5】　明治10年の熊本県における高望一揆と郷備金

農民一揆が掲げた要求
備　考地　域 時　期 参加村数 参加人員

民費関連 郷備金関連

熊本県

由本郡 1月一2月 29村 1，648人 ○ ○ 合志郡を含む

菊池郡 1月～3月 26村 1，650人 ○ ○

山鹿郡 1月～2月 34村 3，214人 ○ ○ 戸長征伐

玉名郡 1月～3月 68村 5，920人 ○ ○ 長洲にて打ちこわし

打ちこわし、農民の

隣蘇郡 2月一・3月 111村 8，886人 ○ ○ 郷備金追及を受け区

長らが逃亡

上益城郡矢部郷 2月一3月 34村 2，028人 ○ ○（※1）

下益城郡 2月一3月 30村 ユ，543人

宇土郡 2月～3月 34村 3，175人 ○ ○ 一部にて打ちこわし

八代郡 1月～3月 17村 2，961人 ○ ○

天草郡 3月～4月 不　明 不　明 軍夫徴用拒否
一　　　一　　　一　　　　｝　　　｝　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　　｝　　　㎜　　　　　　　　 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　　一 ㎜　　　扁　　　　　　　　　　　一　　　糟 一　　　　　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　一　　　一 皿　　　㎜　　　一　　　一　　　　　　　桝　　　一　　　一　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　　

熊本県　計 383十x 31，025＋y

（※1＞予備金に関する要求が行われている。

＊水野公寿『一の宮町史4西南戦争と阿蘇毒（一の宮町、2000年）72ページの表を補訂して作成。

い
は
明
治
九
年
太
政
官
第
一
三
〇
号
布
告
に
準
じ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
な
っ
た
（
公
選
さ
れ
た
各
小
区
の
人
民
総
代
に
よ
る
管
理
）
。

大
規
模
な
民
衆
運
動
の
発
生
と
、
そ
こ
に
お
け
る
一
揆
農

民
た
ち
の
郷
備
金
へ
の
強
い
執
着
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

地
方
宮
（
県
）
は
政
策
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
政
策
に
連
動
し
て
熊
本
県
権
高
の
富
岡
敬
明

は
、
＝
年
六
月
の
音
五
二
四
号
布
達
に
よ
り
一
揆
民
た

ち
の
手
元
に
あ
る
郷
備
金
の
期
限
付
回
収
を
、
旧
熊
本
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

領
域
に
あ
た
る
県
内
の
区
戸
長
に
命
じ
た
。
し
か
し
、
大

区
小
心
に
よ
る
回
収
作
業
は
難
航
を
極
め
た
。
阿
蘇
郡
で

は
六
月
目
音
五
二
四
号
布
達
以
後
、
二
度
に
わ
た
り
管
内

の
小
区
に
対
し
て
郷
備
金
の
早
期
取
り
纏
め
を
督
促
し
て

　
⑧
い
る
。
一
旦
手
に
し
た
「
民
即
金
」
た
る
郷
備
金
を
、
一

揆
農
民
は
容
易
に
返
還
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
同
年
一
一
月
、
阿
蘇
郡
で
は
一
揆
後
の
地
域
運
営
を
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ぐ
っ
て
、
大
区
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
会
議
は
、
県

の
警
備
金
に
対
す
る
政
策
転
換
の
直
後
ゆ
え
に
、
そ
れ
を

受
け
た
大
回
で
ど
の
よ
う
な
三
三
金
取
り
扱
い
方
法
が
決
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定
さ
れ
た
か
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
が
、
現
存
す
る
会
議
録
に
は
、
そ
こ
で
議
決
さ
れ
た
取
り
扱
い
に
関
す
る
県
宛
の
上
申
書
（
雛
形
）
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
郷
備
金
取
扱
方
法
御
届

　
　
当
十
一
大
話
郷
備
金
取
扱
方
法
本
県
何
十
号
御
布
達
之
趣
を
以
私
共
協
議
致
シ
候
処
、
是
迄
備
リ
居
候
金
員
ハ
悉
皆
第
九
国
立
銀
行
へ
｛
ヶ
年
限
二
〆
預

　
　
ヶ
置
、
持
来
臨
人
民
6
返
備
之
金
員
バ
カ
ツ
く
二
同
銀
行
へ
前
之
之
通
二
〆
預
ヶ
置
、
利
子
金
之
儀
ハ
取
立
人
之
給
料
其
他
諸
雑
費
導
引
去
り
、
残
金

　
　
員
ハ
各
学
校
江
配
賦
イ
タ
シ
可
申
、
尤
取
立
方
法
ハ
大
幕
中
二
惣
轄
芸
者
両
名
選
置
、
金
入
年
給
拾
円
宛
給
与
イ
タ
シ
、
各
灘
区
毎
二
両
一
・
二
名
宛
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
立
人
ヲ
撰
置
、
返
備
金
高
之
壱
割
ヲ
給
輿
致
可
申
段
決
議
候
標
付
、
此
段
御
届
仕
忌
事

　
こ
の
会
議
録
で
は
、
郷
備
金
・
常
備
金
（
一
揆
農
民
か
ら
返
還
さ
れ
る
郷
備
金
）
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
が
注
目
さ
れ
る
の
だ
が
、
上
申
書
の

箇
所
に
は
そ
の
規
定
の
内
容
が
ほ
ぼ
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
右
史
料
に
よ
る
と
、
①
現
有
分
の
郷
備
金
、
ま
た
石
蚤
金
は
第
九
国
立
銀
行

に
預
け
て
利
殖
を
は
か
る
、
②
そ
の
銀
行
の
利
子
金
に
よ
り
各
小
学
校
費
を
補
助
す
る
、
③
郷
備
貸
付
の
年
賦
金
と
返
備
金
の
取
立
に
関
し
て

は
、
そ
の
総
括
人
と
取
立
人
を
大
嶺
小
豆
か
ら
選
抜
し
て
給
与
基
準
を
定
め
る
、
と
あ
る
。
大
島
人
民
の
総
意
と
し
て
安
岡
県
政
期
に
禁
止
さ

れ
た
郷
備
金
の
利
殖
が
復
活
し
、
そ
の
銀
行
利
子
に
よ
り
大
区
内
の
民
話
負
担
の
軽
減
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
規
定
か
ら

は
、
一
揆
民
か
ら
の
郷
備
金
返
還
を
促
進
す
る
意
図
も
読
み
取
ら
れ
る
が
、
～
揆
後
の
地
域
運
営
に
お
い
て
郷
備
金
の
取
り
扱
い
改
定
が
主
要

議
題
と
し
て
、
一
揆
で
破
綻
し
た
地
域
秩
序
の
復
元
を
は
か
る
手
段
と
な
っ
て
い
た
点
に
、
地
域
社
会
に
お
け
る
郷
備
金
の
占
め
る
位
置
の
大

き
さ
が
再
確
認
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
明
治
一
三
年
（
一
八
八
○
）
四
月
、
太
政
官
第
～
八
号
区
町
村
会
布
告
の
布
達
に
よ
り
、
郷
備
金
の
自
主
的
管
理
を
行
う
組
織
で
あ
る
郷
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

財
産
連
合
会
が
各
課
で
開
設
さ
れ
、
郷
備
金
は
郷
民
の
運
営
下
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
蔵
省
へ
の
送
納
を
免
れ
た
地
域
資
産
に

関
し
て
は
、
地
方
三
新
法
体
制
下
で
名
実
と
も
に
「
民
謡
金
」
と
し
て
の
地
位
が
保
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
地
域
資
産
を
め
ぐ
る
大
規
模
な
民

衆
運
動
は
官
の
施
政
方
針
を
大
き
く
転
換
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
民
は
郷
備
金
を
地
域
社
会
へ
と
取
り
戻
し
た
。
明
治
＝
二
年
以
後
の
郷
備
金
は
、
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各
郷
備
財
産
連
合
会
に
よ
る
自
主
的
な
管
理
の
も
と
銀
行
預
金
・
公
債
募
集
な
ど
の
事
業
を
通
じ
て
再
び
利
殖
が
は
か
ら
れ
、
松
方
デ
フ
レ
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
貧
弱
な
町
村
財
政
の
補
完
財
源
と
し
て
、
土
木
水
利
費
・
小
学
校
費
・
病
院
費
・
衛
生
費
な
ど
へ
充
当
さ
れ
て
い
く
。
公
営
的
事
業
へ
の
金

融
や
、
地
元
銀
行
株
式
へ
の
投
資
に
も
運
用
さ
れ
た
。
旧
藩
時
代
と
同
じ
く
、
地
域
社
会
の
「
公
益
」
に
還
元
さ
れ
る
存
在
へ
と
再
び
位
置
付

け
直
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
中
村
尚
史
に
よ
れ
ば
、
郷
備
金
は
九
州
鉄
道
株
式
会
社
の
株
券
購
入
に
も
充
て
ら
れ
、
そ
の
創
立
資
金
の
一
翼
を
担

　
　
　
　
　
　
⑬

つ
た
と
さ
れ
る
。
以
上
の
事
実
か
ら
、
近
代
地
域
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
基
盤
形
成
を
近
世
来
の
地
域
資
産
が
支
え
て
い
く
歴
史
的
実
態
が
看
取
で

き
る
だ
ろ
う
。

　
①
水
野
公
寿
雪
の
宮
町
二
四
西
南
戦
争
と
阿
蘇
幅
（
一
の
宮
町
、
二
〇
〇
〇
　

⑦
咽
明
治
十
一
年
熊
本
県
無
慮
戸
長
隔
（
県
政
資
料
＝
一
－
一
＝
1
三
、
熊

　
　
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
県
立
図
書
館
所
蔵
）
。

　
②
明
治
一
〇
年
｝
揆
で
、
一
揆
民
ら
は
村
（
小
字
の
近
世
村
）
単
位
で
行
動
し
、
　
　
⑧
『
明
治
十
～
年
布
告
編
簿
五
小
津
隔
（
阿
蘇
郡
小
国
町
役
場
所
蔵
文
書
）
。

　
　
郷
備
金
な
ど
諸
金
銭
の
村
単
位
で
の
下
げ
渡
し
を
要
求
し
た
。
な
か
に
は
返
還
さ
　
　
⑨
熊
本
県
で
の
三
薪
法
施
行
は
、
明
治
一
二
年
一
月
で
あ
る
（
前
掲
『
熊
本
県
議

　
　
れ
た
金
銭
を
更
に
村
の
戸
数
で
翻
っ
て
（
「
劃
戻
」
）
、
最
終
的
に
各
芦
へ
配
賦
す
　
　
　
　
　
会
史
鋤
第
一
巻
）
。

　
　
る
事
例
も
確
認
さ
れ
る
（
前
掲
拙
稿
「
肥
後
藩
の
『
遺
産
』
相
続
争
い
」
）
。
　
　
　
⑩
前
掲
『
明
治
十
一
年
十
一
月
廿
一
日
会
議
録
第
拾
壱
大
区
割
。

　
③
右
同
拙
稿
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
前
掲
前
田
論
文
「
郷
備
金
の
研
究
覚
書
」
。

　
④
『
木
下
助
之
日
記
（
一
）
㎏
（
玉
名
市
立
歴
史
博
物
館
こ
こ
ろ
ピ
ア
、
二
〇
〇
一
　
⑫
前
掲
前
田
論
文
「
傍
輩
備
金
の
研
究
覚
書
」
。

　
内
書
）
四
五
ペ
ー
ジ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
中
村
尚
史
門
第
一
次
企
業
勃
興
期
に
お
け
る
幹
線
鉄
道
会
社
創
立
資
金
の
調
達

　
⑤
前
掲
前
田
論
文
「
郷
備
金
の
研
究
覚
書
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
過
程
」
（
『
日
本
史
研
究
触
三
七
五
、
～
九
九
三
年
）
。

　
⑥
右
同
前
田
論
文
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
一
九
世
紀
の
熊
本
藩
領
で
は
、
会
所
官
銭
・
上
米
・
壱
歩
半
米
と
い
っ
た
民
政
基
金
・
備
荒
貯
蓄
が
百
姓
か
ら
の
雑
税
で
形
成
さ
れ
、
申
問

支
配
機
構
の
導
爆
を
中
心
と
し
た
利
殖
事
業
を
経
な
が
ら
、
巨
額
の
資
産
形
成
が
進
ん
で
い
た
。
と
く
に
会
所
官
銭
（
挙
挙
金
）
は
、
手
量
と

い
う
地
域
社
会
の
成
立
を
財
源
面
で
支
え
る
存
在
で
あ
り
、
手
輿
の
運
営
諸
経
費
の
み
な
ら
ず
新
田
開
発
・
農
業
用
水
路
開
削
と
い
っ
た
農
業
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イ
ン
フ
ラ
整
備
や
貧
農
の
生
活
保
護
・
質
地
請
戻
し
に
充
当
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
的
な
公
共
性
に
基
づ
く
運
用
が
な
さ
れ
て
い
た
。
地
域
資
産

の
原
資
で
あ
る
雑
税
の
徴
収
が
下
層
民
に
重
い
負
担
を
強
い
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
巨
額
の
資
産
形
成
こ
そ
が
、
惣
庄
屋
な
ど
百

姓
出
身
の
地
方
役
人
を
担
い
手
と
し
た
自
律
的
な
地
域
社
会
の
運
営
を
、
財
源
面
か
ら
深
く
支
え
て
い
た
。
従
来
は
未
検
討
だ
っ
た
資
産
面
に

着
目
す
る
こ
と
で
、
～
九
世
紀
藩
領
国
下
の
地
域
社
会
の
成
熟
度
は
色
濃
く
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　
か
か
る
地
域
資
産
の
存
在
は
当
該
期
長
州
藩
で
も
確
認
さ
れ
、
ひ
と
り
熊
本
藩
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
地
域
資
産
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
山
善
善
弘
が
畿
内
幕
領
な
ど
で
指
摘
し
た
地
主
・
豪
農
層
の
出
資
に
基
づ
く
形
態
も
存
在
し
、
幕
領
・
藩
領
国
で
の
差
異
や
地
域
差
が
予
想

さ
れ
る
な
ど
、
容
易
に
一
般
化
で
き
な
い
要
素
を
含
む
。
し
か
し
、
近
代
移
行
期
地
域
社
会
の
歴
史
的
到
達
点
を
正
当
に
評
価
す
る
た
め
、
地

域
社
会
論
で
の
資
産
的
側
面
へ
の
追
究
は
今
後
の
必
要
不
可
欠
な
課
題
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
手
離
住
民
の
民
力
で
実
質
的
な
形
成
・
蓄
積
が
進
め
ら
れ
た
資
産
ゆ
え
に
、
近
代
行
政
権
力
と
し
て
の
「
官
」
権
力
が
成
立
し
た
維
新
期
以

降
、
郷
民
（
旧
手
永
民
）
に
よ
る
地
域
資
産
へ
の
民
有
概
念
は
次
第
に
顕
在
化
し
、
そ
の
帰
属
問
題
は
宙
と
民
と
の
間
で
大
き
な
争
点
と
な
っ

た
。
維
新
期
熊
本
藩
の
地
方
官
（
実
学
党
政
権
）
は
、
地
域
資
産
を
「
民
皮
金
」
と
し
て
藩
に
集
中
し
、
雑
税
廃
止
な
ど
の
急
進
的
な
民
政
改

革
資
金
に
転
用
す
る
こ
と
で
、
「
民
」
へ
と
還
元
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
本
格
的
な
地
租
改
正
事
業
の
推
進
を
前
に
、
旧
藩
出
身
者
で
運
営

さ
れ
る
実
学
党
政
権
か
ら
政
府
方
針
に
忠
実
な
安
岡
県
政
へ
と
地
方
官
が
交
代
す
る
に
及
ん
で
、
地
域
資
産
に
対
す
る
政
策
は
一
変
す
る
。
郷

備
金
は
地
方
官
の
＝
兀
的
な
管
理
下
に
位
置
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
四
五
万
円
余
の
巨
額
資
産
が
、
民
意
を
押
し
切
る
か
た
ち
で
大
蔵
省
へ
と
送

納
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
措
置
に
対
し
て
郷
民
は
、
地
方
民
会
や
農
民
一
揆
の
場
を
通
じ
て
官
へ
の
激
し
い
異
議
申
し
立
て
を
行
い
、
そ
の

結
果
地
方
三
新
法
体
制
下
で
は
、
警
備
金
を
地
域
社
会
（
郷
）
へ
と
取
り
戻
し
た
。
以
上
の
歴
史
過
程
の
ほ
と
ん
ど
の
局
面
で
、
旧
藩
時
代
に

会
所
官
銭
の
管
理
・
運
用
に
携
わ
っ
た
惣
庄
屋
な
ど
地
方
役
人
経
験
者
が
、
維
新
後
の
区
戸
長
や
民
会
議
員
と
し
て
深
く
関
与
し
て
い
る
事
実

は
、
近
代
移
行
期
の
地
域
社
会
を
考
え
る
上
で
あ
ら
た
め
て
注
目
を
要
す
る
。

　
官
民
抗
争
を
経
て
地
域
社
会
に
取
り
戻
さ
れ
た
資
産
、
す
な
わ
ち
近
世
熊
本
藩
制
下
に
お
け
る
中
間
支
配
…
機
構
の
「
遺
産
」
と
呼
べ
る
存
在
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近代移行期の地域資産をめぐる官と民（今村）

が
、
三
新
法
以
降
の
地
域
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
基
盤
形
成
（
水
利
土
木
・
教
育
・
医
療
・
金
融
な
ど
）
を
支
え
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
近
世
来
の
地

域
内
部
で
形
成
さ
れ
た
資
産
の
存
在
が
地
域
近
代
化
へ
と
深
く
関
わ
っ
て
い
く
動
向
は
、
政
府
・
府
県
か
ら
の
土
木
水
利
・
道
路
・
学
校
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

費
な
ど
外
部
資
金
（
地
方
利
益
）
の
獲
得
を
め
ぐ
り
激
し
い
地
域
間
対
立
を
展
開
す
る
、
従
来
の
近
代
地
域
社
会
像
の
理
解
を
再
考
す
る
上
で
、

一
つ
の
大
き
な
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
近
代
社
会
に
お
け
る
旧
藩
制
下
の
中
間
支
配
機
構
（
手
懸
）
の
影
響
も
重
要
で
あ
る
。
明
治
中
後
期
の
旧
熊
本
藩
領
で
は
、
既
に
行

政
単
位
と
し
て
の
性
格
を
喪
失
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
郷
備
財
産
を
有
す
る
「
郷
」
と
い
う
地
域
的
結
合
が
、
依
然
と
し
て
命
脈
を
保
ち
続
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
事
実
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
旧
幕
藩
制
下
の
中
間
支
配
機
構
（
地
域
団
体
）
と
い
う
歴
史
的
前
提
が
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

き
た
近
代
地
方
制
度
（
門
大
陳
小
区
制
」
）
へ
の
連
続
性
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
一
九
世
紀
を
通
じ
た
自
律
的
な
地
域
社
会
結
合
の
規
定
要
因
た
り

え
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
地
域
資
産
と
い
う
近
世
市
制
下
に
お
け
る
地
域
団
体
の
「
遺
産
」
に
注
目
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
手
法
は
近
代
地
域
社
会
の
構
造
を
、
近
世
来
の
歴
史
性
を
ふ
ま
え
て
理
解
す
る
上
で
、
有
効
な
一
方
法
に
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
安
岡
県
政
期
に
国
庫
へ
納
入
さ
れ
た
四
五
万
円
余
の
地
域
資
産
に
関
し
て
、
大
蔵
省
は
地
方
三
新
法
国
以
降
も
返
還
し
よ
う
と
は
し

な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
明
治
二
〇
年
代
の
旧
熊
本
藩
領
で
は
、
そ
の
返
還
を
要
求
す
る
運
動
と
し
て
「
民
属
金
下
戻
運
動
」
が
起
こ
っ
た
。
運
動

で
は
、
旧
藩
領
の
熊
本
県
・
大
分
県
の
一
部
を
含
む
各
市
町
村
長
が
一
致
結
束
し
、
当
時
の
県
令
松
平
正
直
や
旧
実
学
党
政
権
担
当
者
の
由
田

武
甫
・
安
場
保
和
ら
に
よ
る
超
党
派
の
後
援
を
受
け
な
が
ら
、
大
規
模
な
大
蔵
省
へ
の
下
戻
請
願
運
動
を
展
開
し
た
。
結
果
的
に
成
功
し
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

つ
た
が
、
こ
の
運
動
が
「
肥
後
問
題
」
と
呼
ば
れ
、
ひ
ろ
く
当
時
の
関
心
を
集
め
た
こ
と
は
全
国
的
見
地
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
。
本
格
的
な
検

討
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

　
①
前
掲
山
隠
論
文
「
近
世
後
期
に
お
け
る
領
主
支
配
の
実
現
と
中
間
支
配
機
構
扁
。
　
　
制
暁
期
の
地
方
行
財
政
制
度
の
展
開
」
な
ど
。

　
②
有
泉
貞
夫
『
明
治
政
治
史
の
基
礎
過
程
』
（
吉
川
弘
文
館
、
【
九
八
○
年
）
。
　
　
⑤
前
掲
前
田
論
文
「
思
郷
備
金
の
研
究
覚
書
」
。

　
③
前
掲
前
田
論
文
「
続
郷
備
金
の
研
究
覚
害
」
。

　
④
前
掲
藪
田
書
『
国
訴
と
百
姓
一
揆
の
研
究
睡
、
前
掲
奥
村
論
文
「
胸
大
区
小
区
　
　
　
門
付
記
】
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
熊
本
県
文
化
企
画
課
・
熊
本
大
学
附
属
図
書
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館
・
阿
蘇
郡
小
国
町
教
育
委
員
会
・
同
町
文
化
財
保
護
委
員
会
西
原
決
壊
・
前
田
朋
子

氏
に
、
資
料
の
閲
覧
と
複
写
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
稿
の
基
に
な

っ
た
日
本
史
研
究
会
近
現
代
史
部
会
で
の
筆
者
の
報
告
（
二
〇
〇
六
年
｝
月
一
四
日
）

で
は
、
参
加
者
の
方
々
か
ら
膚
益
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
本
稿
は
二
〇
〇
七
・
二
〇
〇
八
年
度
の
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助

金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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Othcials，　Kan，　and　the　Populace，　Min，　and　Regional　Assets　during

the　Period　of　Transition　to　the　Modern　Period：　The　Case　of　the

　　　　　　　　　　　　　　Te曲ry　of　the　Kumamoto　Dornain

by

IMAMuRA　Naoki

　　In　this　anicle　1　use　the　case　of　the　Kumamoto　domain　to　analyze　the　historical

changes　in　regional　assets　under　domainal　rule　in　the　19th　century　from　the

theoretical　perspecgve　of　the　study　of　｝ecal　societies　in　the　period　of　transition　to

the　modem　era．　Within　the　Kumamoto　domain　in　the　19th　century　civilian　aclminis－

tradve　fUnds，　such　as　the　Kaishohαnsen（会所官銭），wh1ch　were　set　aside　fbr

emergencies，　were　formed　from　the　miscelianeous　taxes　collected　from　the　far－

mers，　and　a　large　asset　accumu圭adon　was　advanced　by　the　tenaga（二七），an

organization　of　rn1ddle－rankmg　members　of　the　ruling　c｝ass　of　the　domain．　The　col－

lection　of　misceHaneous　taxes　irnposed　a　heavy　burden　on　the　lower　levels　of　the

populace，　but　the　Kaisyohansen　（or　Goubikin二二金）was　emp正oyed　f6r　the

maintenance　of　agriculture　mbastmcture　and　the　recovery　of　land　pawned　by　poor

farmers　and　thus　financially　supported　the　formagon　of　local　society．　Because

these　assets　grew　out　of　the　strength　of　the　people　of　the　tenaga，　after　the　Meiji

Restoration，　which　was　established　through　the　power　of　the　ocacials，　han，　the

coltcept　of　private　ownership　of　regional　assets　by　the　people　of　the　districe

（fbrmerly　the　reslden宅s　of　the幟aga）bec脚e血creas沁gly　ap曜ent．　Du血g　the

period　of　the　“1arge－and－smail－district　system，”　when　｝ocal　assembties　were　being

established，　there　was　intense　conf11ct　between　othcials　and　the　populace　in　places

such　as　regional　assemblies　and　in　peasant　yevolts　over　to　whom　regtonal　assets

belonged．　As　a　result，　voluntary　management　of　the　Goubilein　by　local　residents

was　recognized　by　the　new　system　of　three　legal　codes，　and・thereafter　regtonal

assets　came　to　support　the　foi7mation　of　basic　infrastructure’（water　works　／　educa－

tion　／　medical　care）　of　local　society．
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